
平成２７年度「協働」に関する事業、施策等の実績について

平成２８年１１月



件　数 備　考

1

行財政改革課 1

6

危機管理課 6 うち１事業は複数課

2

市民税課 1

情報政策課 1

人権政策監 5

人権推進課 2

男女共同参画課 3

5

政策企画課 4

文化交流課 1

19

地域振興課 6

協働推進課 11

市民総合相談課 2

5

地域包括ケア推進課 3

障がい福祉課 2 うち１事業は複数課

9

児童家庭課 3

中央保健センター 6

5

経済・雇用戦略課 2

観光戦略課 2

鳥取砂丘・ジオパーク推進課 1

農林水産部 3

農業振興課 1

林務水産課 2

12

交通政策課 2

中心市街地整備課 4

都市環境課 2

道路課 4

環境下水道部 2

生活環境課 2

1

健康・子育て推進局

経済観光部

都市整備部

平成２７年度　協働事例件数
（所属部・課）

所属部・課

総務部

議会事務局

防災調整監

総務調整局

企画推進部

福祉保健部

地域振興局



16

学校教育課 4

生涯学習・スポーツ課 6

文化財課 6

35 教委分室含む

国府町総合支所 8

福部町総合支所 4

河原町総合支所 3

用瀬町総合支所 9

佐治町総合支所 0

気高町総合支所 3

鹿野町総合支所 5

青谷町総合支所 3

1

市立病院 1

127 重複する事業を除く合　　計

総合支所

教育委員会事務局

水道局



市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

1

鳥取市総
合企画委
員会

政策企画
課

鳥取市総
合企画委
員会

○

　第9次鳥取市総合計画を着実に進めていくた
め、進捗状況の把握を行い、成果を重視した
進行管理を行うとともに、次期総合計画及び創
生総合戦略の策定に向け審議します。

　第9次鳥取市総合計画の進捗管理を行
い、着実に推進します。また、市民の視点
を盛り込んだ、次期総合計画及び創生総
合戦略を審議します。

鳥取市総合企画委員会（委員数22
名）の開催（年７回開催）
・第9次鳥取市総合計画の進行管理
・第10次鳥取市総合計画・人口ビ
ジョン及び創生総合戦略の審議・答
申

19
総合計画進行
管理事業

行財政改革
課

2

行政評価の
外部評価

行財政改
革課

行財政改
革推進市
民委員会

○

　第6次鳥取市行財政改革大綱に沿った、行
財政改革を着実に進めていくため、行財政改
革推進市民委員会において、大綱に基づく実
施計画の進行状況についての評価を行うととも
に、次年度以降に盛り込むべき制度等に関し
て、研究立案を行います。

　大綱に基づく実施計画の進行状況等に
関する担当課の自己評価や、今後の見
直し方針等について、学識経験者等の
専門的見地や市民の視点から検証し、意
見・提言を受け、行財政改革の観点から
内容を検討の上、次期実施計画に反映
するなど、行政運営の改善に活用しま
す。

・行財改革推進市民委員会（委員数
12名の内、公募委員2名）
・6回開催
・11月25日（水）に、実施計画に係る
担当課ヒアリング実施　7細施策（4
課）
・決算額　337,675円

7
行財政改革大
綱等推進事業

行財政改革
課

3

安全で安心
なまちづくり
ネットワーク
会議

危機管理
課

自主防犯
活動団体
（１１０団体）

○

　鳥取警察署、智頭警察署、浜村警察署の３
警察署管内毎に「安全で安心なまちづくりネッ
トワーク会議」を開催し、自主防犯活動団体、
警察署、鳥取市、鳥取市教育委員会等が相互
の情報交換及び情報の共有を行い、地域の実
情を考慮しつつ安全で安心なまちづくりを推進
します。

・地域の実情に応じた防犯活動を行うため、自
主防犯活動団体の実践内容等の情報を共有
します。
・身近な地域安全活動を実践するため、警察
署からの犯罪情報等を共有します。
・児童生徒の安全を確保するため、警察署・鳥
取市教育委員会からの不審者情報等を共有し
ます。
・安全で安心なまちづくりを推進するため、鳥
取市・鳥取市教育委員会・警察が取り組むべき
事項を検討します。

　自主防犯活動団体、警察署、鳥取市、
鳥取市教育委員会等が相互に情報交換
及び情報の共有をすることにより、犯罪の
発生の抑制につながります。
　また、他地域における防犯活動状況を
共有することにより、地域ごとの新たな防
犯活動につながります。

○安全安心だより
　13回発行

○「安全で安心なまちづくりネット
ワーク会議」の開催
　3会場（各警察署管内毎）

156
安全安心まちづ
くり推進事業

危機管理課

4

安心安全ま
ちづくり推
進事業

危機管理
課

自主防犯
活動団体
（１１０団体）

○

　町内会等で結成している自主防犯団体が実
施する講習会や危険箇所の点検、防犯パト
ロール等に要する経費の一部を補助するととも
に、防犯ベストを希望する自主防犯活動団体
に配布して、地域の防犯活動の活性化を図る
とともに、活動団体の育成・支援を行い、地域
における防犯活動の強化を図ります。

　防犯パトロールや、防犯マップの作成
等に必要な資機材にかかる費用の補助、
希望する自主防犯活動団体への防犯ベ
ストの支給により、地域防犯活動の活性
化を図るとともに、地域防犯力の向上に
つながります。

○補助金交付団体
　　２団体
○防犯ベスト支給団体
　　15団体

156
安全安心まちづ
くり推進事業

危機管理課

5

鳥取市自
主防災会
連合会

危機管理
課

鳥取市自
主防災会
連合会

○

　鳥取市自主防災会連合会に対し補助を行
い、傘下の地区自主防災連絡協議会及び自
主防災組織に対し、訓練や講習会、消火器の
設置等に対し助成を行っていただき地域防災
力の向上を図ります。
　また、未結成の町内に対し、自主防災会結成
を働きかけ、地域自主防災力の向上を図りま
す。

　自主防災組織の実施する訓練等に要
する経費や、防災資機材整備の一部等
を補助することにより、地域防災力の向上
が図ります。

○年２回以上訓練を実施した自主
防災会
　　550団体
○新規結成自主防災会
　　4団体 148

自主防災会関
係事業

危機管理課

事業の形態

番号
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

6

自主防災
活動補助
金

危機管理
課

まちづくり
協議会

○

　まちづくり協議会に対し、地域防災力向上事
業に対する助成を行い、地域防災力の向上を
図ります。※平成２５年度から平成２７年度まで
の３年間の事業であり、今年度が最終年度のた
め有効に活用していただくよう取り組む。

　防災訓練の活動費や防災資機材購入
費を一部補助することにより、地域防災力
の向上が図れます。

○補助金交付団体
　31団体

○ 77
コミュニティ支援
事業

協働推進課

7

防災資機
材整備補
助金

危機管理
課

自主防災
会（８０２団
体）

○

　自主防災会が実施する防災資機材の整備等
を支援することにより、地域防災力の充実・強
化を図ります。
　また、未結成の町内に対し、自主防災会結成
を働きかけ、地域自主防災力の向上を図りま
す。

　防災資機材や防災備蓄品に要する経
費を補助することで、地域防災力の向上
が図られます。

○補助金交付団体
　140団体

148
自主防災会関
係事業

危機管理課

8

ふるさと納
税地元企
業等協賛プ
レゼント事
業

市民税課 地元企業
等

○

　「ふるさと納税」による鳥取市への寄附件数の
増加を図るため、本市へ5千円以上寄附された
方へ、協賛をいただいた地元企業等から提供
された地元特産品等を地元産品のＰＲを兼ね
て「鳥取ふるさとプレゼント」として進呈します。

鳥取ふるさとプレゼント事業

○本市の効果
　・地元産業の振興、活性化を図るととも
に地元産品を通じて、本市の魅力を全国
にＰＲすることができます。
　・ふるさとプレゼントの魅力により寄附件
数・金額の増加が期待できます。

○協賛企業等のメリット
　・協賛品の代価（送料含む）のうち8割相
当額を鳥取市が負担します。
　・市ホームページやパンフレット等を通
して、全国に企業名、商品の魅力をPRす
ることができます。また、商品送付時に企
業が作成したPRチラシを同封することが
できるため、安価に販路拡大に取り組む
ことができます。

平成27年度実績

報償費決算額　　 145,722千円
プレゼント発送件数　 28,936件

22
ふるさと納税推
進事業

市民税課

9

鳥取市地
区人権教
育推進事
業

人権推進課鳥取市地
区人権啓
発推進協
議会連合
会

○

　鳥取市地区人権啓発推進協議会連合会（以
下連合会）は、昭和56年に組織され全市で52
地区同推協等（～地区同和教育推進協議会ま
たは、～地区人権教育推進協議会、または～
地区人権・同和教育推進協議会と名称にばら
つきがあるため、「地区同推協等」という表現で
取りまとめる。）が加盟しています。
　それぞれの地区同推協等においての小地域
懇談会を主とした諸活動を充実させるため、各
地区の会長・推進員を対象とした研修会や情
報交換などの学習機会の提供を行います。
　この連合会は行う事業の一部を支援すること
により、差別のない明るい人権尊重都市鳥取
市の実現を目指します。

　各地区同推協等が主体となって、町内
会単位での小地域懇談会を開催し、人権
について学習する機会を提供します。
　これにより、多くの市民の人権意識を高
めるきっかけをつくることができ、それぞ
れの地域における「差別のない明るいま
ちづくり」の実現が期待されます。

平成27年度小地域懇談会の実施

　・参加人数　7,748人
　・開催回数　　547回
　・開催町区数　709町区
　・実施率　85.1％(709町区/833町
区)

95
人権啓発活動
等支援事業

人権推進課

10

人権尊重
社会を実現
する鳥取市
民集会

人権推進課鳥取市人
権教育協
議会

○

　同和問題をはじめとするあらゆる人権課題の
解決をめざして研修を深め、実践と交流の輪を
広げることを目的に市民集会を開催します。

期　日　平成２７年８月２９日（土）
場　所　とりぎん文化会館　ほか
内　容　　全体会(講演)、７分科会（人権課題
別）

　市民集会の開催により、市民に人権意
識の向上の機会を提供することができ、｢
差別のない人権尊重都市鳥取市｣の実現
が期待されます。

イベント参加者　1,000人

92
社会人権教育・
啓発推進事業

人権推進課

－2－



市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

11

女（ひと）と
男（ひと）と
のハーモ
ニーフェス
タ

男女共同
参画課

女と男との
ハーモニー
フェスタ実
行委員会

○ ○

　男女共同参画意識の普及啓発を図るため、
実行委員会に事業を委託し実施します。

　　1.日時　平成２７年９月２６日（土）
　　2.場所　鳥取市民会館
　　3.内容　○ステージイベント・大会宣言
　　　　　表彰（男女共同参画絵手紙コンテスト）
　　　　　　　 ○講演
　　　　　　 　○ワークショップ
　　　　　　　　　・パネル展示
　　　　　　　　　・即売など

・女性の積極的な社会参画意識の高揚と
男女共同参画に関する市民の意識啓発
を図ります。
・男女共同参画登録団体をはじめとする
男女共同参画社会の実現を目指す団体
活動の育成及び実行委員会構成団体の
連携強化に努めます。
・男性にとっての男女共同参画の意義を
理解するための意識啓発を図ります。

イベント参加者　192名
実行委員会参加団体　14団体
決算額　600千円

103
男女共同参画
啓発事業

男女共同参
画課

12

女性コミュ
ニティ活動
推進助成
事業

男女共同
参画課

まちづくり
協議会に所
属するまた
は所属を予
定する女性
団体

○

　市と協働することでさらなる効果を期待できる
事業で、地域において男女共同参画を推進し
ようとする団体（女性団体、まちづくり協議会
等）を実施主体とし、下記のいずれにも当ては
まる事業を対象とします。
①地域における男女共同参画推進リーダーの
育成
②地区公民館との連携を図りながら地域の男
女共同参画の前進を図る活動

・平成２７年度事業実施期間
　交付決定日から平成２８年３月３１日まで
・補助率　　　　　１０分の１０
・補助金額　　　　１件あたり　１年　１０万円以内

　地域が活性化していく上で、地域運営
の場への女性の参画促進は重要であり、
そのためには、住民一人ひとりが男女共
同参画について理解を深めていきます。
　男女共同参画の啓発を進めるにあた
り、地域の実情により取り組み方法やアプ
ローチの仕方が異なるものと考えられるた
め、地域提案による男女共同参画推進
リーダーの育成を核とした男女共同参画
推進事業を募集し、当該地域と市の協働
実施により、効果的な啓発の手法の確立
を目指します。

事業実施団体　3団体
決算額　30千円

 　

13

男女共同
参画市民
自主企画イ
ベント事業

男女共同
参画課

まちづくり
協議会に所
属するまた
は所属を予
定する女性
団体

○

　男女共同参画社会の実現に資するイベント
などを企画した市民グループ等にイベント開催
業務を委託します。
１　事業期間
　　　平成２７年１０月～平成２８年３月
２　委 託 料
　　上限100,000円×１団体
３　委託料対象経費
　　委託料対象事業に要する経費のうち、食糧
費及び研修の参加に要する経費（イベント参加
者の旅費）を除くもの。
４　募集テーマ
　　男女共同参画社会の実現に資する研究・イ
ベント等で、市内で開催するもの。

　市民と行政とが協働して取組む気運を
高め、市民の積極的な参加を求めます。
　男女共同参画に関する市民グループ・
団体の活動を促進します。
　新しい視点での企画を取り入れ、イベン
トのみならず、調査研究も対象とし、新た
なグループ等の開拓を図っていきます。
　

事業実施団体　１団体
決算額　10千円

 　

14

鳥取市若
者会議

政策企画
課

市民
（概ね18歳
から30歳）

○

　少子高齢化や地方分権の進展の中で、本市
が自立したにぎわいのある都市として一層の発
展をめざすため、次代を担う若者の意見と提言
をまとめる「若者会議」を設置。

　市内在住の若者（１８歳から３０歳まで）
に、本市の現状を学びながら次代のまち
づくりをともに考えていただき、意見や提
言を市政に反映させるとともに、積極的に
まちづくり活動に取り組む実践チームとし
て活動していただくことが期待できます。

・全体会議（年３回）の開催
・グループ会議（月１回程度）の開催

84
若者コミュニティ
活動支援事業

政策企画課

－3－



市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

15

市民国際
交流推進
事業

政策企画
課

市民団体

○

　・国際姉妹都市および交流都市などとの交流
事業を行う民間団体に対し、予算の範囲内で
補助金を交付します。

・対象都市
　１．国際姉妹都市
　　　韓国・清州市
　　　ドイツ・ハーナウ市
　２．国際交流都市など
　　　中国・太倉市、オルドス市
　　　ロシア・ウラジオストク市
　　　ブラジル鳥取県人会
　　　環日本海拠点都市会議会員都市

　本市と海外姉妹都市などとの市民団体
相互の交流を推進することで、草の根交
流の裾野を広げることができます。

・国際姉妹都市／１団体
・国際交流都市など／１団体

○ 294
国際交流推進
事業

政策企画課

16

民間交流
促進事業

政策企画
課

市民団体

○

　市民団体が主体となって実施する、県外他都
市の市民団体との交流事業に対して補助金を
交付。

　本市と国内他都市との市民団体交流を
推進することで、草の根交流の裾野を広
げることができます。

・県外他都市／２団体

○ 32
国内都市交流
総合推進事業

政策企画課

17

グリーン
ツーリズム
推進事業

地域振興
課

鳥取市グ
リーンツーリ
ズム連絡
会、とっとり
因幡グリー
ンツーリズ
ム推進協議
会

○ ○ ○ ○

　研修会の開催等により、会員相互の情報共
有ならびに会員と市職員（地域振興局地域振
興課および各総合支所グリーンツーリズム担
当）との連携を図り、市内グリーンツーリズム活
動の活性化を図ります。

【鳥取市グリーンツーリズム連絡会】
・会員数　１４団体（増減なし）
・研修会　１回実施
・市補助金　120千円
【とっとり因幡グリーンツーリズム推進
協議会】
・会員数　２８団体（６団体新規入会）
・研修会　５回実施（３部会合計）
・市負担金　824千円

○ 205
グリーンツーリズ
ム推進事業

地域振興課

18

人材誘致・
定住促進
対策事業

地域振興
課

鳥取ふるさ
とＵＩ（友愛）
会

○ ○

　移住定住者の交流やネットワークづくり、ま
た、棚田水路保全作業などのボランティア活動
に積極的に協力することで、移住定住とまちづ
くりの側面支援に貢献します。

　市外・県外より鳥取市へ移住定住され
た方々が、「楽しく、有意義で、快適な生
活」が出来るよう、交流の会を作って活動
を行います。(当初上記の目的で発会、現
在賛同者は随時会員に。)

１．定住者交流会の開催（１回）
２．鳥取ふるさとUI（友愛）会総会
３．移住希望者への情報発信、定住
者の交流の場として「移住・交流情
報ガーデン」を設置

206
ＵＪＩターン促進
事業

地域振興課

19

輝く中山間
地域創出モ
デル事業

地域振興
課

鳥取市内に
住所を有す
る各種団体 ○

　中山間地域の活性化を目指し展開する、地
域活性化計画の策定及び策定した計画に基
づくソフト事業に対し、補助金を交付します。

　地域住民、団体等が自ら創意工夫を凝
らしモデル的な事業に取り組むことで、集
落の維持活性化及び地域活力の再生が
図られます。

1．地域活性化計画の策定3団体
（鳥取地域1、新市域2）
2．地域活性化ソフト事業の実施13
団体
（鳥取地域4、新市域9）

○ 79
輝く中山間地域
創出モデル事
業

地域振興課

20

里山交流
促進モデル
事業

地域振興
課

中山間地
域の集落、
各種団体 ○

　中山間地域の地域資源等を活用した、むら
（中山間地域住民）とまち（市街地の住民）によ
る交流事業に対し、補助金を交付します。

　中山間地域の集落・団体等と市街地と
の交流を促進し、地産地消や交流人口
の増加を図ると共に、相互連携と理解を
図り共存共栄の地域づくりを進めます。

取り組み団体2団体
（新市域2）

○ 204
里山交流促進
モデル事業

地域振興課

21

中山間地
域・買い物
支援事業

地域振興
課

移動販売
等のビジネ
スを起業・
拡大しようと
する者

○

　移動販売車導入経費や調査・試行経費、移
動販売車運営経費の一部を助成します。

　買い物困難地域（店舗・移動販売のな
い地域）における買い物環境の改善を図
ると同時に、見守り活動の推進も強化す
ることで、安全安心な生活を確保します。

1．移動販売車運営支援　4事業者
（福部・河原・佐治・気高・鹿野・青谷
地域、明治・湖南・神戸・大和・若葉
台地区）
2.買い物困難地域　5地域（増減な
し）

137
中山間地域・買
い物支援事業

地域振興課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方
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会
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まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

22

中山間集
落見守り活
動支援事
業

地域振興
課

中山間地
域等で事業
活動を営む
事業者

○ ○

　中山間地域等で事業活動を営む事業者と市
及び県との間に協定を結び、中山間地域等の
集落の見守り活動を行います。

　事業者と行政機関が連携して住民の日
常生活の異常等を早期発見する体制を
整備し、中山間地域で安全安心に生活
できる地域づくりを推進します。

協定締結数　2事業者増
（平成27年度末現在：21事業者）

 　

23

鳥取砂丘
一斉清掃

協働推進
課

鳥取市尚
徳会他

○ ○

　砂丘として日本一の規模を誇る鳥取砂丘は、
代表的なジオサイトであり、県東部有数の観光
地です。砂丘をはじめその周辺道路はごみの
不法投棄も多く見られるようになりました。この
ため、ごみのない美しい砂丘にするため、ま
た、観光客に砂丘の本来の魅力を体感しても
らうため、協働による一斉清掃を昭和55年か
ら、観光シーズン前の4月と9月に実施していま
す。
　清掃区域は、千代川河口から岩戸海水浴場
付近までの砂丘海岸約7㌔。参加者は増加傾
向にあり、自治連合会、事業所、市民活動団
体、学校、幼稚園、保育園などから、近年は
4,000人以上の多くの参加をいただいていま
す。

　一斉清掃は、鳥取県バス協会、日本た
ばこ産業、山陰中央テレビ、株式会社い
ない、モリスホーム株式会社、花王カスタ
マーマーケティング株式会社、砂丘セン
ターなど事業者から多方面にわたる協力
もいただき、協働により実施しています。
　鳥取砂丘では、年2回の一斉清掃以外
に、学校の遠足や企業の研修などの一
環として、また、ボランティアグループなど
による清掃活動が積極的に行われるよう
になり、鳥取砂丘への愛着が深まるととも
に、ボランティア活動への参加意識が高
まっています。

※従来行政が行っていた清掃業務は、一
斉清掃やボランティアによる清掃が定着
したことで、費用の削減にもつながってい
ます。

平成27年度の参加状況及びごみの
収集量は以下のとおりです。
　春-90団体、4,500人、4,370kg
　秋-87団体、3,700人、2,396kg

273
市民運動推進
支援事業

協働推進課

24

青島及び
湖山池周
辺一斉清
掃

協働推進
課

湖山池を守
る会、湖山
池周辺町
内会、鳥取
市尚徳会、
各ロータ
リークラブ、
吉岡温泉
旅館組合、
青年会議
所等

○ ○

　美しい湖山池を守るため､毎年7月に「湖山池
を守る会」の主催で、湖山池周辺住民と、関係
諸団体の参加により、青島と湖山池周辺の一
斉清掃を実施しています。

　この時期に清掃することで、夏休みを迎
える子ども達が、安全にキャンプや釣りな
どを楽しむことができます。また、美しい
湖山池を守っていくためにも必要な取組
です。

参加者　800人
Ｈ27.7.5（日）実施

273
市民運動推進
支援事業

協働推進課

25

鳥取地域
一斉清掃

協働推進
課

市民運動
推進協議
会、鳥取地
域の市民

○ ○

　鳥取市を美しくする月間及び全市一斉清掃
日を定め、清掃美化活動を展開しています。

・対象者　　 鳥取地域市民全員
・実施日　   平成27年5月17日及び10月18日
・実施回数　年2回

　鳥取地域全域が一度にきれいになり、
市民の美化に対する意識が高まります。
また、一斉に行うことでごみの収集も効率
的で費用も安く抑えることができます。

年２回実施
H27.5.17
H27.10.18実施

対象者：鳥取地域市民全員
決算額：1,807,590円

273
市民運動推進
支援事業

協働推進課

26

鳥取市市
民運動推
進協議会

協働推進
課

鳥取市市
民運動推
進協議会

○ ○

　市民総ぐるみで運動を推進することにより、健
康で明るく住みよいまちづくりをめざします。
　【事業内容】
　・花いっぱい運動
　・ごみステーションクリーン運動
　・ポイ捨て・犬のフン防止運動
　・健康なからだをつくる運動
　・ふれあい広場事業・市民歌普及事業
　・あいさつ運動　・地域一斉清掃事業
　・地域美化活動団体への助成
　・美化環境パトロール　・美化推進優良団体
表彰

　市民総ぐるみで運動を推進することによ
り、市民運動団体の連携を深めるととも
に、市民の心のふれあい、美化意識の高
揚が図られています。

・公共施設等飾花
・ゴミステーション分別啓発看板設
置
・ポイ捨て・犬のフン防止啓発看板
設置
・もちつき
・あいさつワッペン作成
・美化活動団体表彰6団体（個人：
2、団体4）

273
市民運動推進
支援事業

協働推進課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

27

（一社）鳥
取市緑花
協会

協働推進
課

（一社）鳥
取市緑花
協会

○

　市民の緑化意識の高揚を図り、花とみどりの
あふれる明るくうるおいのある都市環境を創造
するため、会員の会費によって次の事業を行っ
ています。
　【事業内容】
　・花と木のまつりへの参加（花苗、苗木等プレ
ゼント）
　・花だん・プランターコンクールの実施
　・花づくり講習会の開催
　・苗木、花の種苗及び球根のあっせんに関す
る事業

　花だんコンクール、花づくり講習会等を
通して市民の緑化意識の高揚が図られて
います。

・花と木のまつりへの参加（花苗、苗
木等プレゼント）
・花だん・プランターコンクールの実
施（表彰16団体）
・花づくり講習会の開催
・苗木、花の種苗及び球根のあっせ
んに関する事業  　

28

鳥取市市
民まちづく
り提案事業
（協働事業
部門（行政
提案型事
業））

協働推進
課

市民、市民
活動団体
等の各種団
体

○

　行政課題の解決のために提案された、市民
活動団体の新しい発想や柔軟性、専門性を活
かした「まちづくり事業」に対して助成すること
により、市民活動の活性化、及び市民と行政の
協働によるまちづくりの推進を図ります。
○協働事業部門（行政提案型事業）
（市民等が市と協働することでさらなる行政課
題の解決が期待できる事業）
補助率　１０/１０　補助限度額　４０万円

　市民活動の活性化を促進させるととも
に、市民が参加する市民活動事業が実
施されることで、市民活動の意義が啓発
されます。また、様々な行政課題の解決
を図る「まちづくり事業」の提案を市政に
反映させることにつながります。

2団体
決算額646千円

 　

29

鳥取市ボラ
ンティア・市
民活動セン
ター業務委
託事業

協働推進
課

社会福祉
法人　鳥取
市社会福
祉協議会

○

　ボランティア・市民活動に対する様々なサ
ポートや啓発活動、及びボランティア・市民活
動に関する調査、広報、研修などを委託し、ボ
ランティアや市民活動団体の育成を図ります。

　市民のボランティア・市民活動に対する
理解と関心を高め、参加を促し、支援を
行うことで、本市のボランティア・市民活動
の推進につながります。

市民活動拠点アクティブとっとり登録
団体数　182団体
市民活動拠点アクティブとっとり会議
室利用　677件
ボランティア・市民活動研修　93回
開催

決算額：11,882,071円

81
市民活動推進
事業

協働推進課

30

鳥取市社
会奉仕活
動等補償
制度

協働推進
課

市民

○

　市民活動中の事故等による傷害や損害賠償
などの保険に加入することにより、市民が安心
して市民活動を行えるよう支援します。

　多くの市民に市民活動への参加を促す
ことができます。

加入者数　延べ400,000人

81
市民活動推進
事業

協働推進課

31

地域づくり
懇談会

協働推進
課

各地区会
長、役員、
まちづくり
協議会役
員、地区住
民等 ○

　各地区自治会の協力を得て、市長以下、幹
部職員が地域に出向き、各地区住民と直接意
見交換し、また、当日市民からいただいた意
見・要望等は文書にまとめ、各担当課に周知
徹底します。

【実施予定地区数】
鳥取地域　１６地区
新市域　　 １４地区　合計３０地区
※福部・佐治以外は２年に一度開催。

　地域及び市政の課題を解決し、対話行
政を推進することにより、市政の一層の発
展と協働による地域づくりの推進を図ると
ともに、心豊かに安心して暮らせる地域
社会を築く。

参加者数：929人
懇談会全体で市民の方からいただ
いたご意見・ご要望等の案件の総
数：301

○ 4
地域づくり懇談
会開催事業

協働推進課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

32

コミュニティ
支援事業

協働推進
課

各地区まち
づくり協議
会等

○

　「まちづくり協議会」が各地区で設立されると、
地域コミュニティ計画の作成や計画に基づく協
働のまちづくり事業が実施されます。このため、
地域と対話を重視しながら、「まちづくり協議
会」への本市の人的・財政的支援を充実し、
「協働のまちづくり」の着実な前進を図るよう、
各種の事業を展開します。

1．人的支援の充実
　①61地区でコミュニティ支援チームを編成し、
各地区のまちづくり協議会に対し、支援を行い
ます。
　②「まちづくり協議会」が設立され、事業を展
開する地区には、標準的な職員体制に加え
て、原則として、嘱託職員1名の配置を行いま
す。

2．財政支援の強化
地域コミュニティのより一層の充実・強化を図
り、地域が効果的に事業を実施できるよう、地
域コミュニティ育成支援事業交付金の充実を
図ります。

　市民と行政が適切な協力関係で支え合
う「市民と行政による協働のまちづくり」を
進めるため、コミュニティ活動への支援を
行うことで、自立したコミュニティ活動の推
進が可能となります。

・地域コミュニティ計画の策定　60地
区
・コミュニティ支援チーム　61地区で
編成
　決算額　27,240千円
・公民館職員の増員配置

○ 77
コミュニティ支援
事業

協働推進課

33

自治会活
動活性化
支援事業

協働推進
課

各町内会
等

○

　各自治会活動の活性化支援を目的に実施し
ています。

コミュニティ活動支援事業
　運動会などのスポーツ
　地域内の文化的活動
　単位町内会等が所有する設備等の軽微な修
繕等

　住民の自主性、主体性に基づいて町内
会等が地域活動を行うことにより、市民活
動のパワーアップが図られ、地域コミュニ
ティの活性化、個性を活かしたまちづくり
の推進に寄与します。

・484件（834町内会×58%）
・決算額　14,264千円

78
自治会活動活
性化支援事業

協働推進課

34

くらし110番
相談事業

市民総合
相談課

特定非営
利活動法
人　市民の
生活権利
擁護セン
ターうさぎ
の耳

○

　市民の日常生活における個人的な困りごとに
ついて相談を受ける業務を委託しています。

【駅南庁舎】
　面談・電話相談　平日　8時30分～17時15分

【本庁舎】
　面談相談　　　月・金　 13時00分～17時00分

●夜間、休日は電話相談のみ
　　平日　17時15分～22時00分
　　休日 　8時30分～22時00分

●ＦＡＸ、Ｅメールでも相談を受け付けていま
す。

　市民活動団体が有する技能を生かした
相談業務を実現しています。
　
　平成21年5月から常設窓口を本庁舎か
ら駅南庁舎に移転し、消費生活相談窓口
と市民総合相談窓口を併せた市民総合
相談センターとして開設しました。市民の
あらゆる相談に対して問題の解決方法を
考えたり、解決につながる関係機関等の
紹介などを行い、市民の安全な日常生活
の確保に大きく貢献しています。

決算額　4,313千円
相談件数/998件
※ただし件数の増減により事業効果
を評価するものではありません。

5 広聴事業
市民総合相
談課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

35

消費者啓
発出前講
座

市民総合
相談課

鳥取市消
費者団体
連絡協議
会、鳥取大
学落語研
究会

○

・対象：市内の団体（自治会、地区社協、公民
館、老人クラブ、婦人会、ＰＴＡなど）や活動の
拠点が市内に限られる事業所・消費者団体な
ど

・内容：対象団体等からの申込みに基づき、次
に掲げる講座のいずれか又はその組み合わせ
により実施し、消費生活に関する情報の提供
等による啓発活動を行います。
（１）市民総合相談センター（以下「センター」と
いう。）の消費生活相談員その他の職員による
講話、ＤＶＤ上映等
（２）鳥取市消費者団体連絡協議会による消費
者寸劇
（３）鳥取大学落語研究会による消費者落語

　点検商法やＳＦ商法などの悪質商法等
の消費生活に関する情報を提供すること
で被害を未然に防ぎ、市民の消費生活
の安全及び向上を図ります。

出前講座件数/18件
※ただし件数の増減により事業効果
を評価するものではありません。

160
消費生活対策
事業

市民総合相
談課

36

コミュニティ
データ放送
整備事業

情報政策
課

自治会・町
内会、地区
公民館、ま
ちづくり協
議会

○

・平成23年7月の地上デジタル放送への移行
に伴い、ケーブルテレビ局も地上デジタル放送
への対応を行う中、自主放送チャンネルを利用
したデータ放送を行う環境が整ったため、当該
事業を行うものです。
・データ放送の内容は、
　　行政情報（鳥取市からのお知らせ、市民便
利帳、連絡先一覧）
　　地域情報（電子掲示板、日本海新聞ニュー
ス、安全・安心メール、休日当番医）
　　CATV局からのお知らせ（お知らせ、番組案
内、障害・メンテナンス情報）

※電子掲示板で自治会・町内会、地区公民
館、まちづくり協議会の情報をCATV加入者で
あれば各家庭のデジタルテレビで視聴できま
す。これは、自治会・町内会、地区公民館、ま
ちづくり協議会の情報伝達手段を提供し、もっ
てコミュニティの活性化や協働のまちづくりを促
進するとともに、集落内有線放送設備等の老
朽化を補完するものとして有効利用してもらうも
のです。

　市内全域に整備されたＣＡＴＶ網による
コミュニティデータ放送を活用し、身近な
情報や緊急情報等の発信を行うことによ
り、本市のコミュニティの活性化や、安心
なまちづくりに寄与します。

※情報掲載数は時期によってばら
つきがあるため、データ放送の数値
目標はID付与数とします。

〇平成27年度末ID付与数
　　62地区公民館（分館含む）
　　90町内会
　　1小学校

○ 292
コミュニティデー
タ放送活用事
業

情報政策課

37

芸術の出前
講座事業

文化交流
課

鳥取市文
化団体協
議会

○

　鳥取市文化団体協議会に委託し、地域の文
化芸術活動の実践者が指導者として学校に出
向き、子供たちに文化芸術の指導を行うもの
で、平成17年度からスタートしています。

　鳥取地域で活躍している文化活動者が
学校に出向き、子どもたちへ文化の楽し
さを伝授します。文化活動者は、日頃の
活動をいかして、学校では取り組みが難
しい芸術文化活動を指導します。子ども
たちが、同じふるさとに住む身近な人との
触れ合いを通して、芸術文化に親しみ、
表現する楽しさを感じながら、豊かな感受
性を育んでいくことを目的としています。

平成27年度実績

◇実施校：若葉台小、美和小、
               湖山小、遷喬小の４校
◇参加児童数:延参加児童数
　　                735人
◇実施分野　　洋画、書道、デザイ
                     ンなど延17分野
                     76回実施予定
◇合同作品展　12月～1月、鳥取市
　　　               文化センター展示
                      ホールにて開催
◇予算額　　　　500千円

70
子どもの文化芸
術活動推進事
業

文化交流課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
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供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

38

ふれあい広
場事業

障がい福
祉課

障がい者団
体、ボラン
ティア団体

○

　障がいのある方もない方も一緒にスポーツ、
レクリエーションを楽しむなどの交流を通じ、障
がいへの理解を深めます。

・模擬店（お茶席・ジュースなど）
・福祉事業所即売会
・もちつき、ゲームなど

　従来の模擬店、もちつき、ゲーム等のほ
か、福祉事業所の即売会を行うことによ
り、今まで以上に障がいについての理解
を深め、市民間の交流を促進した。

平成27年度実績
　参加者数　　約800人
　決算額　　　1,411,244円

 　

39

災害時要
援護者支
援制度モデ
ル地区事
業

障がい福
祉課
危機管理
課

自治会、民
生児童委
員協議会な
どの地域の
要援護者
支援団体

○

　ひとり暮らしの高齢者や障がいのある方など
の要援護者が、災害時に地域の“共助”により
支援を受けられる体制づくりを促進し、災害に
強い安全・安心なまちづくりを目指します。

【具体的な事業内容】
　要援護者となりうる対象者の情報を、市から
地域の要援護者支援団体（自治会、自主防災
会、民生児童委員等）に提供し、支援団体から
その対象者に対して制度への登録について直
接働きかけを行っていただきます。
　制度登録に対して同意が得られた場合は、
災害時に必要な支援の内容など、詳細な要援
護者情報を収集し、その情報を台帳にして地
域の中で共有し、要援護者に対する日ごろの
見守りや災害発生時の支援体制を整備してい
ただきます。

　平成27年度において、要援護者支援体
制の未整備地区（2地区）を対象に制度
の普及を図り、2地区で取組を実施した。

平成27年度実績
　取組地区　2地区
　決算額　　1,088,200円

140
災害時要援護
者普及促進事
業

障がい福祉
課

40

保育園庭
芝生化事
業

児童家庭
課

保育園保
護者会等

○

　子どもの体力の低下、情緒の不安定が社会
問題化するなか、子どもたちが裸足で思いきり
遊べる場所、周辺環境にやさしい癒しの空間
を創造することにより、児童の屋外活動を促進
し、基礎体力の向上、情操の安定に資すること
を目的としています。

　鳥取市内のＮＰＯ法人グリーンスポーツ鳥取
の技術協力により、「協働方式」による園庭の
芝生化を実施します。保育園等後援会が実施
主体となり、保護者が施工・維持管理に係る作
業を負担、市が事業費を補助、ＮＰＯが技術指
導を行い、三者協働により低コストで快適な保
育環境を整備します。

　転倒によるケガの減少、周辺の側溝へ
の土砂流出、屋外活動時の砂塵飛散が
なくなり、児童の外遊びが盛んになるなど
の効果があります。また、親子で作業する
ことによる交流や家庭での会話が増える
等、子どもの情操への好影響も見られ、
保護者アンケートでも７割以上の保護者
が満足と回答しています。

実施園　1園　散岐保育園

51
保育園園庭芝
生化事業

児童家庭課

41

地域協働
型保育施
設運営助
成事業

児童家庭
課

国府町成
器地区自
治会

○

　児童数の減少に伴い国府町成器地区の「い
ずみ保育園」を廃園するにあたり、地域が自主
的に認可外保育施設を運営する場合にその運
営費の一部を補助し、過疎地域の児童の受け
皿を確保します。
　平成20年4月に国府町成器地区自治会運営
による「いきいき成器保育園」として開園しまし
た。

　地域が運営主体となり、里山保育など
地域密着型の保育により地域振興が図ら
れています。

児童数:3歳未満児2名
　　　　　3歳以上児17名
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催
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実
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会

③
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④
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⑤
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⑥
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⑧
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他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

42

ファミリーサ
ポートセン
ター(育児
型)運営事
業

児童家庭
課

(社福)鳥取
市社会福
祉協議会

○

　ファミリーサポートセンターに登録した人が、
子どもの預かりなど育児の手助けがしてほしい
時にセンターに依頼し、育児の手助けをしたい
人を紹介してもらい、地域の中で子育てについ
て助け合うとともに仕事の両立を応援します。
・保育園・幼稚園までの送迎や預かり　・放課
後・学童保育施設までの送迎や預かり　・保護
者の病気や休養、冠婚葬祭時の預かり等に利
用しています。

　育児の援助をする会員(提供会員)と育
児の援助を受けたい会員(依頼会員)が相
互に援助活動を行うことにより、仕事と家
庭を両立し安心して働くことができる環境
をつくります。

提供会員:77名
依頼会員:954名
両会員:20名
活動件数:1,543件

44
ファミリーサポー
トセンター事業

児童家庭課

43

にこにこ
にっこりあ
いさつ隊と
の協働事業

中央保健
センター

にこにこ
にっこりあ
いさつ隊

○

　本市では、平成２３年３月、鳥取市健康づくり
計画『とっとり市民元気プラン２０１１』を策定し、
乳幼児から高齢者まで、それぞれのライフス
テージに沿った健康づくりを推進しています。
その柱の一つである心の健康は、いきいきと自
分らしく生きるための重要な条件であり、生活
の質にも大きく影響します。心豊かに社会生活
を送るために必要な人とのふれあいは、コミュ
ニケーションからはじまり、その原点は、あいさ
つです。あいさつは人と人との心のつながりを
深め、地域社会の結びつきを強めるとの考え
のもと、中央保健センターでは、「にこにこにっ
こりあいさつ隊」と協働で、あいさつの普及啓発
を地域や幼稚園・保育園・小学校において実
施しています。また、平成２１年度から毎月２２
日を「にこにこデー」とし、市報等でPRを行った
りしています。

　公民館・集会所での集まりや学校・幼稚
園等において、あいさつ運動を実施し、ま
た、うつ病への理解、早期対処・治療、自
死予防の目的で心の健康劇を上演もして
います。住民アンケート等の結果では、あ
いさつの大切さを再認識したり、地域での
コミュニケーションを見直す機会となって
いるほか、うつ病や心の健康についての
認識が深まっています。

隊員：9人

あいさつ運動
　育児サークル、子育て支援セン
ター、保育園・幼稚園・小学校等　６
回
にこにこデー毎月の市報でＰＲ

予算額：24千円（報償費） 123
地域自殺対策
緊急強化事業

中央保健セ
ンター

44

健康づくり
地区推進
員健康づく
り事業

中央保健
センター

健康づくり
地区推進
員991人
（健康づくり
地区推進
員連絡協
議会）

○

　鳥取市の健康づくり事業を全市及び地域で
取り組んでいます。
　
　①検診受診率向上…各地区検診の回覧、声
かけ等啓発活動、推進員自らが検診を受診
　　　　各地区で検診講演会、ミニ講座の開催
　②運動の推進…各地区で1回以上の健康
ウォークの実施
 　③タバコ対策…受動喫煙を防ぐ環境づくり
（地区集会所の禁煙・分煙の推進）
　　　　講演会、マナーウォークの開催、啓発活
動等
　　　　世界禁煙デーイベントの協力
　④健康講演会の開催…各地区で１回以上実
施
　⑤その他…健康相談などの開催

　各町内会（区）より推薦された推進員と
共に活動するため、住民に身近な地域
（地区、町内会単位）での細やかな健康
づくり活動が実施できます。
　

①検診受診率の向上の取り組み：全
市及び各地区で声かけ等の啓発活
動、検診受診勧奨の実施
②運動の推進：３７地区で健康
ウォーク実施
③タバコ・アルコール対策：マナー
ウォーク1回、世界禁煙デーイベント
協力1回、啓発活動の実施
④健康講演会、研修会の実施：各
地区1回以上

予算額：6,128千円

112
健康づくり地区
推進員活動事
業

中央保健セ
ンター
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方
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45

しゃんしゃ
ん体操普及
事業

中央保健
センター

しゃんしゃ
ん体操普及
員（しゃん
しゃん体操
普及員連
絡会）

○

　廃用症候群（生活不活発病）の進行を抑え、
介護が必要となる状態を予防するため、平成
18年度に「しゃんしゃん体操」を作成し、体操を
普及するための「しゃんしゃん体操普及員」を
育成して、市民に普及しています。また、普及
員の技術向上や、普及員同士の交流を深める
等の目的で普及員連絡会やスキルアップ研修
を行っています。
　さらに平成21年度には、体操継続者のステッ
プアップや若い世代の方にも親しんでもらうこと
等をねらいとして、しゃんしゃん第2体操、お口
元気体操、しゃんしゃんウォーク、しゃんしゃん
ストレッチを作成。平成27年度には、新たに認
知症予防体操として「しゃんしゃんコグニサイ
ズ」を考案しました。DVD等も活用しながらの普
及・啓発も努めています。

　平成27年度末現在で259名の普及員が
誕生し、地域でしゃんしゃん体操が継続
的に実施されています。また、地域の運
動会や敬老会でも紹介され、多くの市民
が体験しています。しゃんしゃん体操を継
続して実施している人からは、「身体のバ
ランスが良くなった」「足が上がるように
なった」などの声も聞かれています。
　また、体操を評価するため、鳥取大学と
協力して身体機能の測定を実施していま
すが、体操を継続実施している人の身体
機能に有意な向上が認められ、継続して
しゃんしゃん体操を続けることの効果を十
分に証明する結果となっています。
平成27年度には「しゃんしゃんコグニサイ
ズ」が誕生し、今後は認知症予防にも効
果が期待できます。

しゃんしゃん体操
・単発実施：141回、参加者：4,658人
・継続実施：85箇所、参加延人員：
29,807人

予算額：583千円

120
介護予防普及
啓発事業

高齢社会課

46

ブックス
タート事業

中央保健
センター

絵本の読み
聞かせボラ
ンティア
（及び　図
書館）

○

　保健センターが実施する6か月健康診査を受
ける親子に対して、ボランティアと図書館司書
が手遊びと絵本の読み聞かせを行っていま
す。赤ちゃんは、保護者に抱っこされ、ゆっくり
とことばを語りかけられる時間を通して、安心感
や親の愛情を感じながら「心がふれあう時間を
親子で家庭でも過ごしてほしい」ということなど
を伝え、「ブックスタートパック」を手渡していま
す。また、地域の公民館や図書館で開催され
る読み聞かせ会も紹介しています。（6か月健
康診査未受診者へは、保健師が家庭訪問等
で「ブックスタートパック」を手渡す）
　また、「ブックスタートパック」の絵本の選定や
実施方法、ボランティアの資質向上のための研
修、市民への啓発等について3者が協働して
行っています。

　6か月の全ての赤ちゃんが対象である
健診で読み聞かせの楽しさや、絵本の楽
しさを体験してもらうことができます。ま
た、選書や赤ちゃんへの読み聞かせ方な
ど、図書の専門家から具体的なアドバイ
スにも応じています。読み聞かせボラン
ティアの支援により、この事業が支えら
れ、赤ちゃんと保護者にあたたかい時間
を感じてもらい、それぞれが得意分野の
能力を発揮して取り組むことで、効率的で
効果的な事業展開ができます。

6か月健康診査実施回数
  中央：年３６回
  東健康福祉センター：年12回
  西ブロック（鹿野・気高・青谷）：年６
回
  南ブロック（河原・用瀬・佐治）：年６
回
読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実働延べ人
数・・・約195人
読み聞かせ実施人数・・・約1,613人
ブックスタートパック配布予定数・・・
約1,630人

:決算額：2,321,593円

 　

47

子育て支援
を考える会
との協働事
業

中央保健
センター

子育て支援
ネットワーク

○

　平成２３年度より地域で子育て支援をしている
人たちが集まり、子育て支援を考える会を結成
し、「親子が健やかに安心して子育てできるま
ち」を実現するために意見交換を行っていま
す。
　平成２７年度より「鳥取市子育て支援ネット
ワーク」に名称を変更し、今後も地域における
子育て支援活動を推進していくこととしました。

　地域で子育て支援をしている団体相互
が意見交換することで、これからの子育て
支援を考え、意思統一を図ることができま
す。
　　また、支援者研修会は、支援者の資
質の向上と地域での活動の活力にもつな
がっています。

○役員会　　　　　　　　　　　　年３回
○子育て支援者交流会　　　年１回
　　　　　　　　　　　　　　参加者52人
○子育て支援者研修会　　　年１回
　　　　　　　　　　　　　　参加者42人

34
子育て相談・指
導事業

中央保健セ
ンター
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48

食育推進
員会による
食育推進
事業

中央保健
センター

鳥取市食
育推進員
会

○

　増加する生活習慣病を予防するため、最も重
要である食生活の確かな知識を地域で広く、
継続して普及し、疾病予防、健康づくりにつな
げることを目的に活動しています。①伝達講習
会の開催②「とっとり市民元気プラン2011」に基
づく食育推進事業の開催③市が行う食育推進
に関する協力

　市栄養士が食育推進員を対象に市の
健康課題を統一テーマとした研修を実施
した後、推進員が各地区ごとに伝達研修
会を行うことで、広く推進ができる効果的
な手法で活動をしています。

　平成17年度より「鳥取市食生活改
善推進員」として市委託事業に加
え、国・県等上部団体の指定事業も
推進してきましたが、市の健康課題
に重点をおいた活動を推進していく
ため平成26年度に上部団体を退
会、「鳥取市食育推進員会」と名称
変更し、市事業の推進強化を図って
います。
会員数：536人
・伝達講習会　年間326回
・市報「食」コーナー掲載
・CATV「食育らくらくクッキング」放
映
・市民健康ひろば協力
予算額：3,250千円

114 食育推進事業
中央保健セ
ンター

49

地産地消
フェア

経済・雇用
戦略課

鳥取市地
産地消推
進協議会 ○

　地元で生産されたものを地元で消費する地
産地消への理解を深めるため、フェアを開催し
ます。

　地元の農林水産物や地元で生産された
製品等を市民一人ひとりが認識するととも
に、生産者と消費者の繋がりをより深める
ことができます。

地産地消フェアの開催
参加者　1000人

239
地産地消推進
事業

経済・雇用
戦略課

50

鳥取市花と
木のまつり

経済・雇用
戦略課

鳥取市花と
木のまつり
実行委員
会

○ ○

　若桜街道を歩行者天国にして花の苗や苗木
の配布、特産品販売、体験コーナーなど子ども
から大人まで楽しめる多彩なイベントを行いま
す。

　実施日
　　平成27年4月29日　花のまつり
　　平成27年11月3日　木のまつり

　市民の主体的参加による花と緑のある
豊かなまちづくりを目指します。

花のまつり参加者　38,000人(確定)
木のまつり参加者　32,000人

 　

51

観光ボラン
ティアガイド
活性化事
業

観光戦略
課

市民

○ ○

　鳥取市観光協会への委託事業として、観光
客をあたたかく迎えるため、観光客のニーズに
あった解説のできるガイド養成やガイド事業の
実施等を行い、訪れただけでは知ることのでき
ない鳥取市の文化や魅力を深く理解してもら
い、観光客のリピーターの増加につなげるとと
もに、市民自らが観光客をもてなす意識を高め
ます。

　多くの市民が観光ガイド養成講座に参
加し、市民が観光客をもてなす機運の醸
成に努めます。

平成27年度事業実績
　観光ガイド利用客数　7,341人

　決算額　　1,246千円
281

観光ボランティ
ア活性化事業

観光戦略課

52

観光施設
整備事業

観光戦略
課

市民･団体

○

　鳥取市が管理する観光地のトイレ清掃の一
部について、地元の個人、婦人会等に業務委
託し、観光客に、気持ちよくトイレを使用してい
ただくよう、環境の整備に努めるとともに、地元
の観光地を取り巻く環境の美化への意識醸成
を図ります。

　地元の方に清掃業務を委託することに
より、地元の施設への愛着を深めていた
だくとともに、地元の方も一体となって美
しい環境の中で観光客をもてなす雰囲気
を醸成します。

平成27年度事業実績

実施箇所　６箇所
実施団体　６団体

決算額　883,141円

 　

53

鳥取砂丘
除草ボラン
ティア

鳥取砂丘・
ジオパーク
推進課

市民、企
業・団体

○ ○

　近年、鳥取砂丘では外来の雑草等が繁茂
し、砂の移動が抑制され美しい風紋等が減少
してきたことから、平成16年度よりボランティア
除草活動を実施しています。
　今年度も、除草の目的である本来の「砂の動
く生きた砂丘」の復活を目指すため、雑草等が
種子を散布する初秋の頃までに実施することと
しています。

　毎年、除草を実施することにより、自然
が造り上げた貴重な財産を守り、次世代
へ引き継ぎます。
　近年は、企業・団体単位で一定の区域
を受け持つアダプトプログラムによる除草
活動が積極的に行われるようになり、鳥取
砂丘をみんなの手で守ろうという機運が
盛り上がる、などの効果が期待されます。

平成27年度実績　7,264人

275
鳥取砂丘魅力
向上推進事業

鳥取砂丘・
ジオパーク
推進課
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54

特産品生
産等むらづ
くり支援事
業

農業振興
課

地区、集
落、加工グ
ループ等の
団体

○ ○ ○

　農村の魅力ある特産品の開発、加工、販売
や販路拡大などの主体的な取り組みを支援し
ます。
補助率3分の2以内、上限30万円

　本補助事業を実施することにより、地域
の特産物の生産・販売拡大につなげ、地
域の活性化を図ることを目的とします。

事業実施団体　5団体
・オアシス東郷
・小河内マドンナ隊
・福部アイデア館
・まめっこ
・山湯山果実協同組合
決算額：743,520円

213
特産品生産等
むらづくり支援
事業

農業振興課

55

女性の森グ
ループ活動
支援事業

林務水産
課

女性の森グ
ループ

○

　森林の持つ多面的機能の啓発等を行う女性
団体の活動に必要な補助金を交付し、林業の
振興を図ります。

　森林の保護、育成活動、森林に関する
学習を通じて森林の保護に対する意識を
醸成します。

１団体
・森林教室実施（安蔵森林公園、市
民会館にて講演会）
・植林実施
（伏野地内での松の植林）
決算額：100千円

169
森林環境保全
活動促進事業

林務水産課

56

森づくり市
民活動支
援事業

林務水産
課

賀露自治
会・
とっとり千代
川流域薪の
会・河合谷
高原の森林
復元を考え
る会

○

　森づくりに対する意識の高揚と啓発を図るた
めに必要な補助金を交付することにより、市民
がそれぞれの立場で森林づくりに参加する気
持ちを醸成し、人と森林とが共生する心豊かな
社会を構築するとともに、本市水源のかん養を
図ります。

　水道水源保全地域・上流域において、
樹木の保育作業を実施し、市民意識の
高揚を図るとともに、森林環境整備、水源
のかん養を図ります。

２団体
・賀露自治会
・河合谷高原の森林復元を考える会
決算額：297千円

169
森林環境保全
活動促進事業

林務水産課

57

鳥取市住
民参画型
バス停上屋
整備事業

交通政策
課

町内会（自
治会）又は
地区会

○

地元が整備するバス停上屋に対する事業費の
一部を補助する。
　負担割合　地元1/3、市2/3（上限100万円）

　地域の住民が主体となってバス停上屋
整備の計画から管理まで実施することに
より、地域の実情にあったバス停上屋を
整備することができ、地域福祉の向上及
び公共交通の利用促進に効果がありま
す。

若葉台地区　522千円
中ノ郷地区　55千円
水尻地区　262千円
若葉台地区　522千円 ○  　

58

過疎地有
償運送者
支援事業

交通政策
課

ＮＰＯ法人
等

○

公共交通空白地対策や公共交通を補完するも
のとして、ＮＰＯ法人等が行う「公共交通空白地
有償運送」を支援する。

補助対象事業及び補助額（県と協調して補助）
（１）運行事業
　営業費用から営業収益を差し引いて得た額
の合計額(営業費用の8/10を限度)
（２）車両等設備整備事業
　車両、通信関連機器購入など事業実施にあ
たっての初期投資費用（限度額3,000千円）

　地域の実情にあった効率的で持続可能
な移動手段が確保されます。また、市民
自らが主体となることで愛着が生まれ、利
用の喚起が期待されます。

鳥取市社会福祉協議会　2,949千円
ＮＰＯ法人ＯＭＵ　592千円

139
過疎地有償運
送事業

交通政策課

59

鳥取市中
心市街地
活性化事
業補助金

中心市街
地整備課

各団体

○

　中心市街地でイベントを開催する活動意欲の
高い団体に対して支援することで中心市街地
への求心力を高め、賑わいを創出します。

　公募提案型によりイベント企画の募集を
行うことで、個々の特色ある企画の実現
ができ、市民参画による活動のPRになる
ほか、まちづくりへの意識の高揚を図りま
す。

事業実施件数（補助件数）　15件

198
中心市街地活
性化推進事業

中心市街地
整備課

60

駅前太平
線イベント
開催支援
事業補助
金

中心市街
地整備課

各団体

○

　市道駅前太平線を活用して開催されるイベン
トに対して開催費の一部を補助します。

　市道駅前太平線の賑わい創出と集客
力の向上を図り、中心市街地の活性化に
つなげます。

事業実施件数（補助件数）　12件

196
鳥取駅周辺再
生整備事業

中心市街地
整備課
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61

遊休不動
産利活用
促進事業

中心市街
地整備課

（一財）鳥
取県建築
士会等

○

　中心市街地の空き家・空き店舗などの遊休不
動産を再生し、活用することで雇用と産業を生
み出し、まちの魅力を高める「リノベーションま
ちづくり」を推進します。リノベーションスクール
等の開催を通じ、まちづくりの担い手や技術者
の育成、遊休不動産利活用の啓発を行い、民
間主導のまちづくりを進めます。

遊休不動産の利活用を促進するととも
に、産業振興や雇用創出、まち（エリア）
魅力向上による賑わい創出を図ります。

リノベーションスクールの開催
　参加者　約1,000人
リノベーションまちづくり講演会の開
催（2回）　参加者　約180人

 　

62

公園芝生
化事業

都市環境
課

市民

○

　既存の公園、公共空地を、公園愛護会、町
内会を主体とした市民による管理体制により、
協働方式により芝生化し、直接市民が維持管
理に参画します。
　市で必要となる資材、機材の提供を行い、指
定管理者による管理方法の支援を行うことで、
初めて参画する市民へのサポートを行いなが
ら事業を進めていきます。

　市民が直接事業に参画することにより、
「協働」意識の高揚、遊びやすい空間の
創出による利用率の向上、環境保全など
を考えます。

事業実績　11箇所
・南隈公園　1,860㎡
・湖山町東公共空地８６　260㎡
・湖山池公園（ｵｱｼｽﾊﾟｰｸ）　2,890
㎡
・覚寺公共空地１６５　500㎡
・高草公園　310㎡
・東今在家公園　470㎡
・湖山池公園（金沢）　5,000㎡
・南安長公共空地１２５　1,700㎡
・晩稲公園　700㎡
・用瀬町公園　330㎡
・白兎公園　740㎡

○ 176
公園芝生化推
進事業

都市環境課

63

袋川ボラン
ティア除草
作戦

都市環境
課

袋川をはぐ
くむ会

○

　地域と調和のとれた河川環境をはぐくむこと
を目的として「袋川をはぐくむ会」が毎年１回、
袋川の高水敷の除草及び清掃を実施していま
す。

　河川管理者（県）が実施する除草作業
を補完することによって、市街地の河川
環境を良好に保っていきます。

実施日　　平成27年5月30日
参加者　　100人

152 治水対策事業 都市環境課

64

市道等原
材料支給
事業

道路課 自治連合
会加盟住
民組織（町
内会など）

○

　市道や公衆用道路の有効利用、事故防止の
ための維持管理など、道路の利便性向上を図
るため、自治会等が実施する道路施設整備に
対して原材料を支給します。

・支給原材料
　　生コンクリート、アスファルト補修材、U型側
溝、砕石、グレーチング、コンクリート蓋、
　　真砂土、管材料など

　行政に頼りがちであった道路施設の整
備であったが、原材料支給制度の活用に
より、自治会、町内会で施設整備する事
業が大幅に増えました。

件数　40件

決算額　3,428千円

 　

65

防犯灯設
置事業

道路課 自治連合
会加盟住
民組織（町
内会など）

○

　町内会の防犯灯設置申込により、市が防犯
灯の設置を行っています。設置後の維持管理
（電気代・球替え等）については町内会が行い
ます。

　犯罪件数の低下及び町内会の防犯意
識の向上を図ります。

新規設置　221基
取替更新　1,233基

159
街路灯設置事
業

道路課

66

小型除雪
機無償貸
与制度

道路課 自治連合
会加盟住
民組織（町
内会など）

○

　除雪車の入らない市道や歩道を市民と行政
が協働して除雪作業を行うために小型除雪機
を町内会などを対象として無償で貸与していま
す。

冬季間の生活路線の円滑な確保に繋が
ります。

新規貸与　15台
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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催
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

67

鳥取市道
路アダプト
制度

道路課 自治会、地
域住民、学
校、個人、
NPO法人、
企業及びそ
の従業員な
ど５名以上
で構成され
る団体

○

　鳥取市が管理する市道等で美化及び清掃活
動を通して身近な道路及び地域への愛着心を
育み、市民及び企業と行政が協働して快適で
美しい道路環境づくりを図ることを目的とした制
度で、認定団体と鳥取市が合意書を取り交わ
して、道路の美化活動等を行う団体に対し、物
品、用具など必要な支援を行います。

　市民ボランティアと行政が相互に協力し
て保全や美化などの道路愛護活動を行う
ことで、安全・安心・快適な道路環境づく
りに繋がります。

新規登録　10団体

 　

68

鳥取市廃
棄物不法
投棄監視
員制度

生活環境
課

自治連合
会

○

　廃棄物の不法投棄による不適正処理は、生
活環境に与える影響が大きくなっています。本
市でも啓発、看板・監視カメラの設置、パトロー
ルなどの対策を講じていますが、依然としてな
くならない現状です。
　この現状に対応するため、平成17年10月より
鳥取市自治連合会の協力を得ながら18地区を
選定、各地区5名程度の不法投棄監視員を設
置しました。不法投棄監視員は、自らが所属す
る地区をパトロールし、状況を市へ報告、不法
投棄の早期発見と抑制に努めることを目的とし
ています。パトロールの際は専用の帽子・腕章
を着用するとともに、監視員証を携帯し、地域
住民への意識啓発も行っています。

　不法投棄の監視等を行うことにより、市
内における廃棄物の不法投棄を未然に
防止するとともに、不法投棄を早期に発
見して当該廃棄物の適切な措置を講じる
ことができます。
　市民が監視することにより、自分たちの
住むまちの環境を自分たちが守るという
意識が生まれます。

H27パトロール回数： 2,197回/年
監視員数：369名（全61地区）
　不法投棄監視員のパトロール回数
の増加を目標とし、不法投棄の監
視、および予防を強化しました。

170
不法投棄監視
事業

生活環境課

69

湖山池アダ
プトプログラ
ム

生活環境
課

市民、企
業・団体事
業所、大学

○

　湖山池周辺護岸の一定区画を市民団体や
地元企業に割り当て、その割り当てられた一定
区画の清掃や環境保全活動を２回／年以上実
施します。

　湖山池の環境保全意識の醸成を図ると
ともに、ごみのないきれいな湖山池をめざ
すことができます。

登録団体数（27年度末）：21団体
27年度新規登録：4団体
各団体のエリア清掃：延べ22回（285
人）　一斉清掃12団体（80人） 172

湖山池浄化対
策事業

生活環境課

70

国府地域
活性化推
進事業

国府町総
合支所　地
域振興課

地元自治
会他各種
団体

○

　「国府地域振興プラン」及び「鳥取市国府町
協働のまちづくり推進計画」に基づき、国府地
域の活性化と振興のために実施する次の事業
に取り組む団体等に対して支援を行います。
　
【地域振興のテーマ　：　「公衆道徳を守り、安
心して暮らせる、美しい郷土を築きましょう」】
　　①袋川清掃事業
　　②花づくりと緑化推進事業
　　③環境美化ボランティアの活動支援事業
　　④農林道・水路等の維持管理支援事業
　　⑤地区防災活動支援事業
　  ⑥地域観光資源活用推進事業

　「安心して暮らせる美しい郷土づくり」に
向かって地域住民と一体となって取り組
むことにより、地域への愛着心を育み、地
域住民自らが取り組むまちづくりの意識を
高めることができます。

・取り組み団体数　30団体
・予算額　808千円
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

71

因幡の傘踊
りの祭典

国府町総
合支所　地
域振興課

・（財）鳥取
市文化財
団
・因幡万葉
歴史館
・国府町因
幡の傘踊り
保存会

○

　県東部地域を中心に広く伝わる傘踊りの関連
団体が、「因幡の傘踊り」の発祥の地「国府」に
一堂に集い競演するイベントです。互いの技術
向上と交流、及び「因幡の傘踊り」の普及・発展
を目的とし平成10年から実施しています。

　・各団体による「因幡の傘踊り」の披露
　・地元小・中学生による傘踊りの発表
　・婦人会、その他グループによる手笠踊りの
披露
　・「傘踊り体験コーナー」の設置
　・特産品の販売、出店

　毎年、県内外から約15団体、約1,500人
の観客を迎える大イベントとして定着して
います。
　地域を代表する伝統芸能「因幡の傘踊
り」のＰＲはもとより、団体にとっては発表
の機会及び他団体との交流の場となって
おり、その技術向上、伝統芸能の普及・
発展等にも大きく寄与しています。
　このイベントには、地元「国府町因幡の
傘踊り保存会」の会員が当日の会場設営
から運営まで広く関わるなど、協働による
観光・文化芸術振興が図られています。

・出演団体　18団体
・参加者数　2,000人
・傘踊り体験コーナー　　5人
・予算額　820千円

 　

72

万葉フェス
ティバル

国府町総
合支所　地
域振興課

・鳥取市因
幡万葉歴
史館万葉
集朗唱の会
実行委員
会
・日本海新
聞社

○ ○ ○

　国府地域では、大伴家持が因幡国守として
万葉集最後を飾る歌を国府の地で詠んだこと
にちなみ、「万葉のふるさと」としてまちづくりを
進めてきました。
 　「大伴家持大賞」は平成６年度から、また、
　「万葉集朗唱の会」は平成10年度から開催さ
れており、県内外から多数の参加者を得て、万
葉集に対して親しみや理解を深める機会として
定着しています。
　・短歌募集
　・万葉衣装に身を包み、大伴家持が詠んだ
470余首からの朗唱（1～3首）
　・曲水の宴（曲水に盃を浮かべ詩歌を詠む歌
遊び）
　・万葉茶席、万葉食コーナー、地産地消コー
ナーなど

　参加者層は、保育園児から小・中学生、
各種団体や万葉愛好家のサークル等、ま
た県内外から幅広い参加を得て、恒例の
イベントとして定着しています。
　また、短歌の応募は全国各地、さらに海
外からもあります。
　このイベントを通じて「万葉のまち鳥取
市国府町」を全国に情報発信することが
できます。
　また、このイベントは、地域住民が組織
する実行委員会により実施されており、協
働による「万葉のまちづくり」が実践されて
います。

参加者　2,000人
・大伴家持短歌大賞表彰式
・万葉集朗唱の会
・名所探索バスツアー
・講演会、ワークショップ
予算額
　　大伴家持大賞　　 3,400千円
　　万葉集朗唱の会　1,900千円

 　

73

こくふまつり 国府町総
合支所　地
域振興課

万葉のふる
里こくふま
つり実行委
員会

○

　国府地域に伝わる文化を中心とした活動の
成果を発表する機会を提供することにより、地
域の交流及び文化活動の活性化を図るととも
に地域（国府）文化の活性化を図ります。

　　・オープニングセレモニー（中学校吹奏楽
部）
　　・芸能発表会
　　・地域特産物等各種グループによるバザー
　　・こどもまつり
    ・こくふ映画会
　　・各種展示（各地区公民館において開催）

　合併前の国府町時代から実施されてき
た文化祭を、地域住民が組織する実行委
員会の企画・運営により継承されており、
地域住民にとっては恒例のイベントとして
定着しています。
　国府地域の各地区で取り組んでいる日
頃の文化活動の成果を発表する機会で
あり、また、こどもまつりは例年多数の親
子連れの参加者があり、賑やかな交流の
場の提供となっています。

参加者　2,000人
・オープニングセレモニー（中学生
演奏）
・各種展示（文芸展、華道展等）
・芸能発表会
・地域特産物等各種グループによる
バザー
・こどもまつり
・こくふ映画会
・各種展示（各地区公民館において
開催）
・健康づくりコーナー
・予算額　1,750千円

 　

74

袋川清掃
奉仕作業

国府町総
合支所　産
業建設課

国交省鳥
取河川国
道事務所，
殿ダム工事
事務所　鳥
取市　国府
地域自治
会、婦人
会、郵便
局、青年
団、建設業
他

○

　わかとり国体開催の前年（昭和59年）に会場
周辺の環境美化として実施したのを契機に毎
年実施しています。
　自治会、各種団体と国府町総合支所の協働
により、国府中央橋から宮下水位観測所までの
約1.2ｋｍの区間の清掃作業を行っています。
　平成19年度までは、年1回7月に実施していま
したが、平成20年度からは「鳥取市国府町協
働のまちづくり推進計画」の事業として位置づ
け、4月に実施しています。

　自然愛護精神と環境意識の向上につな
がっています。また、市民のやすらぎの場
である袋川及び水辺の楽校の環境保全
と「協働」についての住民意識の醸成に
つながっています。

雨天のため中止
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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事業の形態

番号

75

棚田保全
応援隊

国府町総
合支所　産
業建設課

上地棚田
保全グルー
プ（棚田耕
作農家4
戸）、ボラン
ティア

○

　鳥取市国府町上地地区は、扇ノ山（1,310ｍ）
の中腹、標高約600ｍの集落で、小さな棚田約
50枚（約20ha）が折り重なるように広がり、自然
と人の手により独特の景観を造り出していま
す。上地地区には、江戸時代末期に先人が苦
労して完成させた「京ヶ原水路（全長約4km）」
と呼ばれる歴史的な土地改良施設があり、以
前は30軒あった農家が水路の維持管理を行っ
ていましたが、現在では4軒まで減少し水路の
泥や石、倒木などを取り除く維持管理が困難と
なりました。
　この問題を解決するため、まちとむらの交流
事業の一つとして、平成12年から一般ボラン
ティアや大学生、学生人材バンク等を中心に
参加者を募り、協働して水路の保全活動を
行っています。

　農業灌漑用水路の清掃作業等の農作
業体験と交流会を通じて、都市住民と地
域住民の協働により地域活性化が図られ
ています。

事業内容
　【4月（水路清掃）、8月（水路草刈
り）】
　　午前中　棚田保全活動
　　午後～　扇の里交流館で交流会
　　　　　　　　　（ジゲ料理のバイキン
グ）
・参加費　無料
・マイクロバス送迎
・参加者　4月29日：104人
　　　　　　 8月30日：　30人

 　

76

国府マスつ
りフェスタ

国府町総
合支所　産
業建設課

国府マスつ
りフェスタ実
行委員会

○ ○

　殿ダム建設に伴う将来の湖水並びに地域の
豊かな自然と清流を利用したイベントとして、周
辺住民の協力を得て平成4年から実施されて
います。以来、毎年県内外から多数の来場者
を迎え盛大に開催されています。

　・マスつり大会
　・マスつかみどり
　・特産品の販売、出店
　・音楽イベント

　今や国府地域を代表する観光イベント
として定着したこのイベントは、地域の観
光振興だけでなく、地域特産品の販売、
出店等に地域・各種団体が一体となって
積極的に参加しており、中山間地域の活
性化にもつながっています。
　また、地域住民が組織する実行委員会
が企画から当日の運営業務まで幅広く関
わっており、協働による地域活性化が図
られています。

参加者　1,600人
・決算額　1,944千円

 　

77

鳥取市国
府町万葉
ウォークラ
リー大会

教育委員
会　国府町
分室

鳥取市国
府町万葉
ウォークラ
リー実行委
員会

○ ○

　国府町の豊かな自然と豊富な文化財を利用
したイベントとして、平成２年から実施されてい
ます。
　地域の文化財・観光施設に設置された各
チェックポイントでクイズを解きながら、決められ
た所要時間をかけてゆっくりと国府町の豊かな
自然を満喫できる文化･自然体験型イベントで
す。

　・ウォークラリー（チェックポイント10箇所＆クイ
ズ）
　・表彰式
　・ジャンボ鍋の振る舞い

　小・中学生から家族連れ単位等で気軽
に参加できることから、年々参加者の幅も
広くなり、町内外から多数の参加者を得る
イベントとして定着しています。
　幅広い参加者に地域の文化資源を体
験してもらい、同時に「歴史と文化の町“こ
くふ”」を広くＰＲすることができるイベント
として確立しました。
　このイベントは、地域の体育関係者、自
治会、市民団体等で構成される実行委員
会により実施されており、協働による文化
振興が図られています。

開催時期：平成27年10月3日(土)
開催場所：鳥取市国府町宮ノ下周
辺
参加者　53チーム、201人
決算額　264千円

 　

78

町内一斉
清掃

福部町総
合支所　地
域振興課

福部町内
各自治会

○

　福部町全集落（21集落）を対象としたボラン
ティア一斉清掃です。
　・実施日　　 平成27年7月、10月の年2回
　・清掃内容　各集落道路周辺、河川敷等の草
刈り作業

　福部町全集落を対象としたボランティア
一斉清掃を年2回実施。
　郷土の環境の保全と環境美化の意識の
向上を図ります。

補助予算額　0千円
参加人数　約900人（全町）

 　

79

岩戸漁港・
海岸周辺
清掃事業

福部町総
合支所　地
域振興課

岩戸自治
会

○

　岩戸漁港・海岸周辺のボランティア清掃で
す。
　　・実施日　　 平成27年4月、9月の年2回
　　・清掃内容　漂流物、ゴミ等の清掃作業

　岩戸海岸に流れ着いた漂流物やゴミ等
の清掃をボランティアで年2回実施。
　郷土の環境の保全と環境美化の意識の
向上を図ります。

補助予算額　0千円
参加数　約100人（岩戸集落住民）
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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事業の形態

番号

80

福部地域
活性化推
進事業

福部町総
合支所　産
業建設課

ふくべ楽居
大学

○ ○

　グリーンツーリズムの実践組織である「ふくべ
楽居大学」を核として、新規参加グループの掘
り起こしや新たな体験メニュー作成を行い、地
域外との交流を盛んにすることで地域の活性
化を図ることを目的とした事業で、「ふくべ楽居
大学」による新規体験メニューの開発や事業
PR等に対し必要な経費を支援します。

≪体験メニュー≫
1.竹や筍の皮などで簡単な食器を作り、
これにそば打ちなど自分たちで作った料
理を盛り、野外で食事を楽しむことで、山
間部の振興として地域内外交流を行いま
す。
2.椎茸原木の菌打ち体験実習を行い、単
に食べることだけではなく、生産現場を体
験していただくことで食物に対する再認
識をしていただきます。
3.福部町内の果樹農家と市民グループと
の交流を行い、梨の袋掛け作業などの農
業体験を通じ、農業の楽しさ、大変さを感
じてもらいながら、改めて農業の素晴らし
さを再認識していただきます。
≪荒廃農地の再生とそばの栽培拡大≫
　自家製のそば粉によるそば打ちの取り
組みを充実させ、そば粉の販売拡大を行
うため、荒廃農地を利用しそばの栽培面
積を増やすことで、農地再生、景観復興
を行います。
≪会員募集≫
　組織強化と地域活性化を充実させるた
め、会員の募集を行います。

予算額　224千円
福部町内の果樹農家と都会家族と
の交流を行い、梨の作業・らっきょう
などの農業体験を通じ、農業の楽し
さ、大変さを感じてもらいながら農業
の素晴らしさを再認識していただい
た。
≪荒廃農地の再生とそばの栽培拡
大≫
荒廃農地を利用し、そばなどの栽培
面積を増やすことで、農地再生、景
観復興を行います。

 　

81

ふくべらっ
きょう花マラ
ソン大会開
催事業

教育委員
会　福部町
分室

ふくべらっ
きょう花マラ
ソン大会実
行委員会

○ ○

　鳥取大砂丘の雄大な自然と、らっきょうの花
の咲く中で爽やかな汗を流して、この大会を契
機に体力づくりに励んでいただきます。
　コースは、10ｋｍ、5ｋｍ、3ｋｍ、ウォークの4種
目を設定しており、皆さんの体力に合わせて参
加していただいています。
　また、開催に対し大会運営に必要な経費を
支援しています。

　砂丘の里ふくべの文化、産業、観光等
を広く全国に紹介します。
　更に、らっきょうの里鳥取市をPRし、市
の花としてアピールします。
H24実績　参加者1,213人
H25実績　参加者1,295人
H26実績　参加者1,347人

予算額　　　：5,705千円
参加者       ：1,450人
開催日　    ：H27.10.25

 　

82

環境美化
活動

河原町総
合支所　市
民福祉課

市社協・小
規模作業
所

○

　地域の環境美化に努めることで子供たちの健
全育成にもつながり、地域が一体となって清掃
活動に取り組むことで環境意識の高揚につな
がります。

　総合支所前市道は小中学生の通学路
になっており、環境美化に努めることで子
供たちの健全育成にもつながり、地域が
一体となって清掃活動に取り組むことで
環境意識の高揚につながる。

平成27年度実績

市道の清掃作業（総合支所前　延
長70ｍ）
参加者：市職員・社会福祉協議会職
員・小規模作業所・中学生延べ52人
実施時期：5月・10月
予算額　0円

 　

83

青色パト
ロール事業

河原町総
合支所　地
域振興課

民生児童
委員

○

　「自分たちの町は自分たちで守る」を合言葉
に、不審者を寄せつけず、事件を未然に防ぐ
ために各地区で青パトにより自主パトロールを
行います。

　小中学校の下校時間に実施することに
より、地域住民に安心感を与え防犯意識
が高まります。

平成27年度実績

開催日　年間２００日午後１時間実
施
参加者　延４００人
予算額　66千円

156
安全安心まちづ
くり推進事業

危機管理課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

84

かわはらま
ちづくりク
リーンクリー
ン作戦

河原町総
合支所　地
域振興課

郵便局･社
協・町P連・
河原あすな
ろ・老人クラ
ブ・国交省・
青年団・子
ども会・河
原中学校

○

　朝７時から１時間程度千代川河川敷約１ｋｍ
をボランティアによる清掃作業を実施し、心地
よい汗を流します。

　河川敷を清掃することにより、参加者の
環境意識が高まります。

平成27年度実績

開 催 日　 平成２７年７月２６日
参 加 者　１００人
参加団体  １５団体
予 算 額　 ０円

 　

85

用瀬美術
展覧会実
施事業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

用瀬町文
化団体協
議会

○ ○

　用瀬地域在住、または地域出身者による優
れた美術作品を一堂に集め、展覧会を実地し
ます。

　芸術作品を鑑賞することで、その感性に
触れ、心豊かな生活の糧にするとともに、
用瀬地域の多くの芸術家の創作活動を
広くPRします。

期 　間　平成27年10月21～25日
場　 所　用瀬町民会館
来場者　300人
出品数　25点
予算額　45千円

67
市民文化芸術
活動推進事業

文化交流課

86

市民音楽
祭事業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

童謡をうた
う会実行委
員会

○ ○ ○

　用瀬地域のコーラスグループ等が参加し、童
謡・唱歌を歌いひな祭りを祝います。

　桃の節句の3月3日に出演者と来場者が
一体になって童謡や唱歌を楽しくうたい、
日本の伝統的な心を深く感じ、ひなまつり
行事を後世への継承につなげ、文化振
興を図ります。

日　 　時　 平成28年3月3日
場　 　所　 流しびなの館
参 加 者 　200人
出演団体　8団体
予 算 額 　100千円

67
市民文化芸術
活動推進事業

文化交流課

87

因幡用瀬の
月を愛でる
会実施事
業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

用瀬町文
化団体協
議会

○ ○

　中秋の名月の日に満月を鑑賞しつつ、楽器
演奏会・合唱・お茶会等を開催します。

　中秋の名月に「お月見」をすることは、
自然との調和を図る日本の生活に根ざし
た伝統行事です。この日、用瀬地域では
地域のシンボルである霊峰三角山(みす
みやま)の背後から見事な満月が顔を出
します。この満月を鑑賞しながら地域で活
動する各文化団体の発表の場、また、優
れた舞台芸術に触れる場を提供します。

日　　時　 平成27年9月(予定）
場　　所　 流しびなの館他
参 加 者　250人
出演団体 4団体
予 算 額　120千円

67
市民文化芸術
活動推進事業

文化交流課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）
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９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

88

用瀬町観
光資源育
成事業

用瀬町総
合支所　産
業建設課

用瀬地区ま
ちづくり協
議会、用瀬
1区自治
会、用瀬2
区二葉会、
用瀬4区景
和会、用瀬
5区自治
会、旭丘部
落、屋住部
落、犬山神
社社叢管
理委員会 ○

・用瀬の三角山神社夏祭りの継承と保全（用瀬
地区まちづくり協議会）　三角山夏祭りの企画、
実施、観光に関する業務
・一の谷公園ミツバツツジ群生の保全（用瀬一
区自治会）　ミツバツツジ下草刈、一の谷公園
につながる散策道の草刈及び景観に関する業
務
・ふれあいの水辺景観の保全（用瀬二区二葉
会）　ふれあいの水辺周辺の下草刈、ゴミの除
去、景観に関する業務
・景石城跡の保全(用瀬四区景和会）　影石城
跡周辺の下草刈、影石城跡につながる散策道
の草刈、及び景観に関する業務
・愛宕山ミツバツツジ群生の保全（用瀬五区自
治会）　ミツバツツジ下草刈、愛宕山につなが
る散策道の草刈及び景観に関する業務
・赤波川板井原渓谷のおう穴群の景観の保全
（旭ヶ丘部落）　赤波川板井原渓谷のおう穴群
周辺の下草刈、ゴミの除去、景観に関する業
務
・安蔵川支流中津美渓谷の景観の保全（屋住
部落）　中津美渓谷の不動滝への散策道の草
刈、維持管理、景観に関する業務
・犬山神社椎の原生林の保全（犬山神社社叢
管理委員会）　犬山神社椎の原生林につなが
る散策道の草刈、景観に関する業務

　用瀬に古くからあり、観光資源でもある
名勝、旧跡などの景観保全、維持管理を
地元自治会及び団体に委託したことによ
り、観光資源周辺の美観が増進し、地元
住民の観光資源育成、保全に対する意
識の高揚を図ります。

・用瀬の三角山神社夏祭りの継承と
保全
参加者　310人（作業者80人、踊り子
100人、松明行列130人）
・一の谷公園ミツバツツジ群生の保
全
参加者：35人　作業面積：1,200㎡
・ふれあいの水辺景観の保全
参加者：30人　作業面積：800㎡
・景石城跡の保全
参加者：25人　作業面積：1,500㎡
・愛宕山ミツバツツジ群生の保全
参加者：40人　作業面積：1,600㎡
・赤波川板井原渓谷のおう穴群の景
観の保全
参加者：30人　作業面積：4,200㎡
・安蔵川支流中津美渓谷の景観の
保全
参加者：30人　作業面積：1,200㎡
・犬山神社椎の原生林の保全
参加者：30人　作業面積：700㎡

決算額　208千円

○  　

89

もちがせふ
れあいまつ
り

用瀬町中
央公民館

ふれあいま
つり実行委
員会・用瀬
町民

○

　生涯学習に係る一年間の学習活動の発表の
場とします。また、行政の持つ学習情報、生活
情報についても広く提供します。これらを総合
的に実施することで、一人ひとりの学習意欲を
高め、学習活動への参加を促し、生涯学習の
一層の振興を図ります。（事業の運営に係る人
数は2日間で約120名）

　生涯学習に取り組む人たちが自らの作
品発表の場作りに参加することにより事業
の参画意識の高揚を図ります。

平成27年度
パート1（展示・発表）10月24日、25
日
パート2（農林業展）11月14日、15日
参加者　2,100人
出品点数　1,487点
予算額　580千円

 　

90

用瀬もてな
しの推進事
業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

用瀬もてな
しの心地域
づくり推進
会

○

　用瀬を流れる「瀬戸川」を中心に身近に存在
する井戸場、水車小屋跡、土蔵、お茶屋跡、
文学の小径、古い街並みなどの観光資源を発
掘・活用し、休憩所の設置等観光客を心温かく
迎え入れる環境を造り出すために、上方往来
街並活用推進会を中心に既存の各種団体で
構成する「もてなしの心地域づくり推進会」を設
立し、検討会・意見交換会の開催、先進地視
察、ガイド等の人材・組織の育成に取り組むと
共に、今後の推進計画を策定し、もてなしの心
溢れる地域づくりを協働のまちづくりの理念に
沿って推進する活動に対して補助することによ
り、当該地域の観光の振興と地域の活性化を
図ります。

　流しびな行事、瀬戸川の鯉のぼり流し・
マラニック大会、「お山さん」などの行事、
運動公園に遠足、試合や合宿、カヌー水
辺公園でのキャンプやカヌー体験など
に、観光客などが用瀬地域を訪れていま
す。鳥取自動車道が開通し県外からの玄
関口を視野に入れ、これら訪問者に心癒
される自然や街並を観光してもらうための
魅力ある地域づくりを進め、かつ、もてな
しの心で迎え入れることで、地域のイメー
ジアップが図れ、年間を通じて今後の観
光客などの増加が期待され地域が活性
化します。また、鳥取自動車道利用者の
お立ち寄りスポットとして、鳥取の観光の
振興に資することができます。協働の精
神に沿って地域住民自らが地域づくりを
推進することにより、地域の一体感を醸成
できます。

平成27年4月～平成28年3月
協働の精神に沿って地域住民自ら
が地域づくりを推進する「もてなしの
心推進計画」に沿って事業を実施
（環境整備、もてなし活動等）

三角山歩道整備作業
決算額　100千円

281
観光ボランティ
ア活性化事業

観光戦略課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催

②
実
行
委
員
会

③
事
業
協
力

④
後
援

⑤
補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
報
提
供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

91

用瀬地域
活性化推
進事業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

おう穴愛護
会

○ ○

　用瀬町を流れる千代川の支流赤波川の上流
部の渓谷には多種多様のおう穴が存在しま
す。その種類の多さは学術的にも貴重な甌穴
群です。これらおう穴群が作る景観は四季を通
じて人を引き付ける魅力あるものとなっており、
このおう穴群の魅力を満喫出来る地域イベント
として新たに渓谷沢登りをマッチさせた「沢登ト
レッキング」をおう穴祭りのメインイベントとして
位置づけ、用瀬地域住民以外のより多くの参
加者を迎える魅力ある「おう穴祭り」を開催しま
す。
　そのため、地域外への情報発信としてチラシ
を作製、右岸側の支障木の刈り払い等を行い
沢登トレッキング道の整備、歩いておう穴に近
寄れ、親しみ観察しやすい環境の整備など一
層の地域の魅力創出を図ります。

　おう穴愛護会等の地域住民自らが地域
づくりを推進する団体と協働して用瀬町
赤波地区の地域資源「赤波川おう穴群」
を活用した地域イベント「おう穴まつり」を
開催することにより、地域の一体感を醸成
できると共に協働のまちづくりを推進しま
す。
　また、祭りの開催により都市部と中山間
地域の住民の幅広い交流と、おう穴群周
辺の環境整備により、年間を通じて観光
客が増えることが期待され、地域活性化
を図ることができます。

実施時期
平成27年6月～平成28年3月
おう穴まつりの開催
　　8月2日（日）

○ 281
観光ボランティ
ア活性化事業

観光戦略課

92

ジゲおこし
事業

用瀬町総
合支所　地
域振興課

用瀬町ジゲ
おこし事業
実行委員
会

○ ○ ○

　流しびなの里もちがせの地域活性化を目的
に、用瀬の特色を生かしたイベントとして、ふれ
あいフェスティバル、川遊びフェスティバルを開
催します。地域住民のボランティアで構成する
用瀬町ジゲおこし事業実行委員会に対する活
動を補助します。

　地域住民のボランティアで構成する用
瀬町ジゲおこし事業実行委員会が主体
的に活動することにより、地域の一体感を
醸成し、地域イベントとして町内外から多
数の参加者を得て、盛大に開催されてい
ます。

ふれあいフェスティバル
　開催日　平成27年8月22日（土）
夏の川遊びフェスティバル
　開催日　平成27年7月12日（日）
春の川遊びフェスティバル
　開催日　平成28年3月21日（月）
用瀬山系トレイル交流大会
　開催日　平成27年10月18日（日）
 
    予算額　1,424千円

278
観光イベント等
開催支援事業

観光戦略課

93

用瀬町ＳＯ
Ｓ隊（地域
登録ボラン
ティア）

用瀬町総
合支所　市
民福祉課

地域住民、
鳥取大学
生、地域事
業所、団体
等

　地域の一人暮らし高齢者、高齢者世帯、身
体・精神・知的障がい者と同居の家族、生活保
護家庭等の日常生活の困りごとに迅速に対応
することを目的に設立し、誰もが住み慣れた地
域でより安全で安心して暮らしていける支援活
動を行います。

　平成24年12月6日の設立時には21名
だった隊員も、現在では53名に増えまし
た。介護保険サービスや行政で対応がで
きないことや困りごとに地域住民等のボラ
ンティアで支援を行います。
ＳＯＳ隊では、閉じこもっている若い人等
にも入隊を呼び掛け、地域の居場所づく
り、仲間作りの場として提供します。

・年間を通して住民の困りごとの要
請に迅速に対応して出動しました。
また、関係団体、事業所等と連携し
て地域福祉まつり、地域福祉運動
会、敬老会等にボランティアスタッフ
として参加しました。
・老人会、いきいきサロン、地域福祉
座談会へ参加しました。
・財源確保のため、寄付金の呼びか
けを行いました。

 　

94

合併地域
活性化推
進事業

気高町総
合支所　地
域振興課

瑞穂の郷花
いっぱい作
戦実行委
員会、逢坂
地区区長、
浜村まちづ
くり協議会
等

○

　瑞穂地区と逢坂地区の県道沿いにコスモス
の種を蒔き、フラワーロードとして整備します。
また、駅前や小学校周辺等に花のプランター
等を置き、花を育て、花の育成管理を地域住
民や各種団体と協働で町内の環境美化活動を
推進するとともに、地域内での住民同士の交流
促進や連帯感の強化を図ります。

　地域住民が一体となって花による美化
活動に取り組むことで、まちづくりや環境
意識の高揚につながります。

　瑞穂地区の県道沿い延べ５km、逢
坂地区の県道沿い延べ１kmにコス
モスの種を蒔き、フラワーロードとし
て整備しました。
　また、浜村駅前や浜村小学校周辺
に花の苗を植えました。
　決算額　71,184円
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95

原材料支
給事業

気高町総
合支所　産
業建設課

自治会、町
内会

○

　市民と行政が協働のまちづくりを進めるため、
市道や公衆用道路の有効利用、事故防止の
ための維持管理など市民の道路の利便性向上
を図るよう、自治会等が実施する道路施設整
備に対して原材料を支給します。

・支給原材料
　　生コンクリート、アスファルト補修材、U字型
側溝、砕石、グレーチング、コンクリート蓋、真
砂土、管材料など

　これまで、行政に頼りがちであった道路
施設の整備であったが、原材料支給制度
の活用により、自治会、町内会で施設整
備する事業が大幅に増えました。

平成27年度実績

予算額　　　：569,916円
件数　　　　 ：6件
支給原材料：生コンクリート、Ｕ字側
　　　　　　　　溝、砕石、真砂土など  　

96

気高地区
海浜清掃

気高町総
合支所　産
業建設課

町内の自治
会（酒津、
船磯、姫路
集落）、各
種団体、ボ
ランティア
団体

○

　酒津・船磯漁港管内の海岸には、大量の海
からの漂着物（一般廃棄物や漁具類）があり、
周辺町内会やボランティアの協力を得て、毎年
6月から9月にかけて年2回一斉清掃を実施しま
す。

　漁港内の海岸一斉清掃をすることに
よって、環境を守るとともに、身の回りの環
境に対する意識を高める機会となります。

平成27年度実績

年2回実施

 　

97

花いっぱい
のまちづくり
事業

鹿野町総
合支所　地
域振興課

鹿野こころ
のふるさと
づくり委員
会

○

　「四季薫るまち鹿野」として、花いっぱいのま
ちづくり事業を行う。夏はハス、秋にはコスモス
による景観事業をさまざまな市民グループと協
働して行う。

　蓮事業…年間を通じて蓮の親株の管
理、城下町しかのぶらり蓮ウォークへの協
力、蓮の株分け作業を行い、子株を町内
の方へ配布し蓮で夏の鹿野町を彩る。

　コスモス畑事業…約6,000㎡の畑にコス
モスを播種し、コスモス回廊を設置する。

・７月26日に開催された夏のイベント
「城下町しかのぶらり蓮ウォーク」に
伴い、街なみの美化活動や蓮の飾り
付けを行った。コスモス畑の一部を
新たな蓮田として、イベント参加者に
喜んでいただいた。
・秋にコスモス畑（約6,000㎡）を整備
し、コスモス回廊を設置した。10月17
日、18日に開催した「わったいな祭
り」、10月24日、25日開催した「全国
フットパスウォーク大会」に訪れた観
光客、参加者の方に秋らしい景観を
楽しんでいただいた。

 　

98

鹿野魅力
アップ事業

鹿野町総
合支所　地
域振興課

いんしゅう
鹿野まちづ
くり協議会、
まち普請の
会、城山ま
もりたい、㈱
ふるさと鹿
野等

○

　芝桜等を植え付けした箇所の管理を年間通
して行い、「四季薫るまち鹿野」としての景観づ
くりを実施する。

　鹿野地区の各種団体が一体となって取
り組むことにより、みんなで地域の魅力を
高めていくという気持ちの醸成に繋がる。

・初詣（加知弥神社）イベント支援
（1/1）：参加者　11名
・蓮田の整備、蓮の株分け3/21）：参
加者15名

 　

99

鹿野城跡
公園景観
整備事業

鹿野町総
合支所　地
域振興課

ボランティ
ア「城山まも
りたい」

○

　鹿野城跡公園にあるサクラ・紅葉・つつじの
剪定と下草刈りを行う。サクラの施肥活動は小
中学生を巻き込んで行い、ヤマブキとサクラの
植栽を行う。

　鹿野城跡公園は地域の方の憩いの場
であり、歴史的な山城の石垣などが残っ
ている。景観を整備する活動を通して、ボ
ランティアの精神の涵養を図り、世代交流
の促進を図る。

夏季事業（7/18）：参加者　24名
秋季イベント（11/1）：参加者　110名
春季事業（3/13）：参加者　29名
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100

町内一斉
美化運動

鹿野町総
合支所　市
民福祉課

町内会及
び鹿野地
区社会福
祉協議会

○

　鹿野町全集落を対象としたボランティア一斉
清掃です。

実施日（清掃）：平成27年11月8日（日）
実施日（収集及び処分）
　　　　　：平成27年11月9日(月)清掃日の翌日
清掃場所：各集落道路周辺、河川敷等
清掃対象：可燃物（草等）、不燃物（プラスチッ
ク等）

　鹿野町全集落を対象としたボランティア
清掃として、毎年1回実施されています。
地域でできることは、みんなで協力して取
り組むという意識は定着しており、清潔で
美しいまちづくりの推進に大きく貢献して
います。

鹿野町地域全集落（45集落）を対象
としたボランティアによる町内一斉清
掃作業の実施。美化活動により、市
民の地域環境への関心とごみのな
いクリーンなまちづくりを展開しま
す。
　数値目標：45の全集落の参加
　各種団体への参加呼びかけ
＜回収ごみ＞
　可燃ごみ　３８０㎏
　不燃ごみ　１５０㎏

 　

101

青谷ようこ
そまつり

青谷町総
合支所　地
域振興課

青谷ようこ
そまつり実
行委員会

○ ○ ○ ○

　「因州和紙」をメインテーマに、会場を青谷町
農林漁業者トレーニングセンター周辺に設け、
和紙作品の展示、高校生書道パフォーマン
ス、和紙工芸グループによる和紙工芸体験、
紙漉き体験などで地元特産の「因州和紙」をＰ
Ｒしました。
　また、「書道コンクール」は県下の小中高校、
交流都市池田市や姉妹都市姫路市の各小中
高校へ応募案内し、優秀作品の展示と表彰式
を行いました。
　さらに、青谷の食どころや地元農林水産物、
趣向を凝らした各種バザーやステージイベント
等を実施し、文化芸術面においても、市民の
作品展示や芸能発表など多彩なイベントを行
いました。

　伝統工芸品「因州和紙」をテーマに、青
谷上寺地遺跡や海山の豊かな自然な
ど、青谷に豊富にある地域資源や青谷の
魅力を内外に発信するとともに、まつりの
「ようこそ、ようこそ」に込められた感謝と思
いやりの心を大切に交流の場を創りあげ
ました。また、「因州和紙」を使ってのイベ
ントを大きく取り上げＰＲし、まちを挙げて
のまつりとして市民の一体感が醸成しまし
た。

「2015青谷ようこそまつり」
・実施日：平成27年10月17日～10月
１8日
・メイン会場入場者数：2,776人
・ようこそ書道コンクール応募点数：
9,797点
・決算額　3,677千円

 　

102

青谷地域
活性化推
進事業

青谷町総
合支所　地
域振興課

青谷地域
づくり連絡
協議会

○ ○ ○ ○ ○ ○

　因州和紙、鳴り砂、青谷上寺地遺跡等の地
域資源を次代に継承する事業として、和紙で
作成した灯ろうを日置川に設置しました。また、
花壇整備や日置川・勝部川周辺の環境美化活
動、鳴り砂の浜を利用した自然環境の大切さを
学ぶ「あおや鳴り砂ビーチフェスタ」、鳴り砂海
岸や長尾鼻周辺の環境保全活動、青谷上寺
地遺跡学習活動（講演会）等を開催しました。
そして、それらの資源の情報を発信するため、
交通の玄関口であるＪＲ青谷駅に装飾した展示
物の維持管理を協議会で実施しました。
　これら事業の実施にあたり、青谷地域づくり協
議会の団体や会員が相互に協力し、青谷地域
の活性化を図りました。

　（１）あおや夢灯ろう
　（２）環境美化活動（花壇整備等、環境整備活
動）
　（３）鳴り砂保全活動
　（４）ふるさとＰＲ事業
　（５）長尾鼻自然保全活動
　（６）青谷上寺地遺跡学習活動

　本事業は、青谷の地域づくりのために
活動している市民団体が、お互いに支
援・協力しながら取り組む事業です。特
に、青谷の豊富な地域資源である因州和
紙、鳴り砂、青谷上寺地遺跡等を活用し
た事業を展開し、多くの市民の参加があ
りました。この事業をとおして、青谷の魅
力を内外へアピールし、再発見するととも
に、これらを次代へつなぐことの大切さを
感じることができました。

・和紙灯ろうの設置
　　鑑賞者：900人
・環境美化活動
　　公共施設の花壇整備、日置川・
勝部川周辺の清掃活動を実施
・鳴り砂保全活動
　○鳴り砂クリーン作戦
　　　参加者：200人
　○あおや鳴り砂ビーチフェスタ２０
１５
　　　参加者数：150人
・青谷上寺地遺跡学習活動
　○国史跡青谷上寺地遺跡講演会
　　　参加者数：80人
・ふるさとＰＲ
　　ＪＲ青谷駅の展示物の入れ替え
・長尾鼻自然保全活動
　　長尾鼻周辺の植樹、草刈
決算額：730千円
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103

「高校生マ
ナーアップ
さわやか運
動」及び
「夏の青少
年を見守る
運動」

教育委員
会　青谷町
分室

青少年育
成青谷町
地区協議
会

○

　青少年育成青谷町地区協議会の構成団体
(防犯協議会、更生保護女性会、民生児童委
員会、保護司会、少年を見守る店、小・中・高
等学校及びＰＴＡ等）の協力のもと、あいさつ運
動、防犯パトロールを行いました。

青谷町内の子どもたちはもちろんのこと青
谷町へ通っている高校生等、青少年を温
かく見守っていこうとする土壌づくりとなり
ます。

平成27年度

高校生マナーアップさわやか運動
　１回　4月　延102名
　２回　9月　延45名
　
夏の青少年を見守る運動
　夏季休業中2回　延26名

 　

104

市議会だよ
り表紙写
真・絵手紙
募集

市議会事
務局

鳥取市民

○

・市民に親しまれる「市議会だより」の取り組み
の一環として、「市議会だより」の表紙をかざる
写真・絵手紙を募集します。
・テーマ「とっとりの（春・夏・秋・冬）」に沿ったも
のならば、仕事・遊び・行事・祭りなど種類は問
いません。
<応募資格>
鳥取市在住の方、鳥取市に通学・通勤されて
いる方、鳥取市に事務所を有する団体又は鳥
取市に活動拠点を置く団体。
<審査>
　議会広報委員による審査を行います。
<特選作品>
　特選・・・1点
　特選に選ばれた作品は「市議会だより」
(67,200部印刷)の市議会だよりの表紙に使用。
　特選作品の著作権は、主催者に帰属するも
のとします。

　「市議会だより」の表紙をかざる写真・絵
手紙を募集することにより、より市民に親
しまれる「市議会だより」を目指すととも
に、市民の市議会に対する一層の理解を
図ります。なお、平成２７年度は、鳥取大
学、鳥取環境大学にも募集要項を設置
し、若者の市議会に対する関心が得られ
るようにしました。

■募集目標　30点
　応募実績　37点
　採用作品点数　4点
　決算額　0円

 　

105

地域で学ぶ
「ワクワク鳥
取」推進事
業

学校教育
課

市内各事
業所（659
事業所を予
定）

○

１．参加対象生徒
　　鳥取市立中学校１７校の２年生全員
２．実施期間
　　各中学校で設定した３～５日間
３．実施内容
　(1)学校ごとに中学校2年生全員が数名ずつ
のグループに分かれ、地域の事業所や施設等
で授業日の連続する３～５日間の社会体験活
動を行います。
　(2)活動内容は、生徒の興味・関心と、地域や
学校の実態に応じて創意工夫します。
　(3)グループごとに少なくとも１名の指導ボラン
ティアを充てます。
　(4)活動の円滑な実施及び指導ボランティア
の確保等のために市推進協議会及び中学校
区「ワクワクとっとり」推進協議会を設置します。

　地域で学ぶ職場体験活動事業により、
地域社会の中で生徒の主体性を尊重し
た様々な社会体験活動を実施することに
よって、地域社会に学び地域の人々と共
に生きる心や感謝の心を育み、生きる力
の基礎となる豊かな人間性や自ら課題を
見つけ解決していこうとする意欲・態度を
育成します。
　また、保護者や地域の人々に「地域で
生徒を育む」という意識の高揚を図るとと
もに、学校教育の中に保護者や地域社
会の人々の意見を取り入れていくことによ
り、大人全体で担う新たな教育システムの
創造につなげていきます。

・参加生徒数：中学校２年生全員
　　　　　　　　　　　　　　　　　1,631人
・協力事業所数：645事業所
・指導ボランティア数：延べ1,299人

60
地域で学ぶ職
場体験活動事
業

学校教育課

106

放課後児
童対策事
業

学校教育
課

保護者会、
ＮＰＯ団体

○

　保護者が就労等により昼間家庭にいない小
学校低学年児童を学校の放課後や長期休業
中預かるため、各小学校区に放課後児童クラ
ブを開設し、保護者会若しくはＮＰＯ法人に委
託し運営します。

　共働きや一人親家庭の増加により年々
高まっている放課後児童クラブへのニー
ズに対応し、児童の健全育成を図りま
す。

・38小学校区において４9クラブを開
設し、内44クラブを保護者会へ、5ク
ラブをＮＰＯ法人へ運営委託
・入級児童数：2,080人 42

放課後児童対
策事業

学校教育課
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107

放課後子ど
も教室推進
事業

学校教育
課

公民館長、
地域住民

○

　放課後や週末等に小学校の空き教室や近隣
の公共施設等を利用し、地域住民の協力のも
と、学習やスポーツ、文化活動、交流活動など
を実施します。

　放課後や週末等における地域の子ども
たちの安全、安心な活動拠点（居場所）を
確保するとともに、地域の様々な資質を
有する多くの大人たちの参画を得ること
により、子どもたちが、心豊かで健やかに
育まれる環境づくりを推進します。

・３小学校区において３教室を開設
・入級児童数：67人

42
放課後児童対
策事業

学校教育課

108

地域で育む
学校支援ボ
ランティア
事業

学校教育
課

学校、ＰＴ
Ａ、地域住
民等

○

１．ボランティア活動支援事業
　学校・ＰＴＡ・地域住民等で構成された学校を
支援するボランティア活動を実施する団体が、
児童・生徒の学習やクラブ活動・学校行事等の
支援、学校の環境整備（花壇整備、植木剪定
等）等を実施します。
２．コーディネーター配置事業
　学校の支援要請に専属で対応できるコー
ディネーターを１名配置し、地域のボランティア
がスムーズに学校の支援を行えるよう連絡調整
します。

　学校と地域が協働し、地域ぐるみで子ど
もを育てる体制を整え、児童生徒へのき
め細やかな指導や安全安心な学校生活
を実現することで、①子どもたちの学習意
欲を高め、確かな学力の保障、②豊かな
人間性と生きる力、ふるさとを愛する心の
育成、③地域が一体となって支える教育
の推進と元気な地域づくりにつながりま
す。

・参加団体数：42団体
・参加ボランティア数：延べ46,894人
・コーディネーター配置：42人
・実施学校：小学校33校、中学校9
校

 　

109

少年愛護セ
ンター街頭
補導

生涯学習・
スポーツ課

少年愛護セ
ンター補導
員

○ ○

　少年たちが好んで集まり、問題行動を起こし
やすい場所（鳥取駅周辺、駅構内、百貨店、公
園など）を中心に補導計画に基づき、少年愛
護センター職員と小・中・高等学校教職員、民
生児童委員、各種団体・企業が街頭補導を実
施します。

　学校教職員・民生児童委員等と街頭補
導を実施することにより、子ども達の街で
の現状を共通認識できます。また現状を
把握することによって各学校・団体におい
ての青少年健全育成の取組に反映し、
各団体での子どもたちを見守る機運が醸
成されます。

平成27年度実績
予算額　240千円
　・補導員人数　267人
　・補導実施回数　約180回／年
　  　

110

鳥取市成
人式に関す
る事業

生涯学習・
スポーツ課

成人式実
行委員会

○

　新成人の二十歳の門出を祝うとともに、新成
人に大人としての自覚と責任を促すことを目的
に開催します。

　新成人による実行委員会において企画
運営することにより、参加者の希望に沿っ
たアトラクションを開催することができま
す。また実行委員となった新成人は、成
人式を開催するという一つの目標に向
かって協力することにより、仲間意識が芽
生え、新しい人間関係を築くことができま
す。

平成27年度実績
決算額　1,125千円

　期日：平成28年1月3日（日）
　会場：とりぎん文化会館梨花ホー
ル
　対象者：平成7年4月2日から平成8
年4月1日生まれ
　対象者数：1,973人（平成27年11月
2日現在）
　参加者数：約1,750人
　実行委員数：12人

 　

111

青少年育
成鳥取市
民会議補
助

生涯学習・
スポーツ課

青少年育
成鳥取市
民会議

○

　健全な青少年育成のため、広く市民の創意
を結集し、青少年育成県民会議の施策に呼応
するとともに、独自の活動も設定して、次代を
担う青少年の健全育成を図るため諸事業の推
進に努めます。

　関係行政機関をはじめ家庭、学校、地
域、企業が一体となってそれぞれの機能
を十分発揮し、市民総ぐるみの取組に
よって青少年の健全育成を市民運動とし
て強力に推進できます。

平成27年度実績
予算額　1,250千円
地区協議会　39地区

 　

112

鳥取市青
年のイベン
ト助成事業

生涯学習・
スポーツ課

鳥取市の青
年団体

○

　青少年を対象とした事業を実施する団体に
活動費の一部を補助し、健全な青少年の育成
と青年組織の活性化を図ります。

　主に小中学生を対象としたイベントを青
年団体が実施することで異年齢交流をす
ることができます。
　イベントを通して、青年団体等の仲間づ
くりや地域づくりの取組を進めます。

平成27年度実績
実施団体　1団体
予算額 　80千円
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113

青年団体
育成補助
事業

生涯学習・
スポーツ課

鳥取市の青
年団体

○

　青少年を対象とした事業を実施する団体に
活動費の一部を補助し、健全な青少年の育成
と青年組織の活性化を図ります。

　青年が自己及び相互の向上を図るため
の情報交換活動等を行うことにより、仲間
づくりや地域づくりの取組を進めます。

平成27年度実績
実施団体　3団体
予算額　150千円  　

114

重要文化
財 旧美歎
水源地水
道施設 特
別公開事
業

文化財課 美歎活性
化協議会・
いなば国府

○

　国の重要文化財で、現在保存整備事業を
行っている「旧美歎水源地水道施設」を、年１
回特別に公開します。
　この事業は、地元美歎地区の美歎活性化協
議会と協働で行い、施設ガイドのほか、農産
物・加工品の販売も行います。

　旧美歎水源地水道施設の利活用事業
における美歎活性化協議会との協働体
制づくりと、地域の文化遺産としての価値
を知り、今後の施設の保存整備の在り方
について理解を深めます。

特別公開
　実施日：平成27年10月24日
　参加：130人

73
史跡等保護・整
備事業

文化財課

115

梶山古墳
壁画一般
公開事業

文化財課 いなば国府
ガイドクラブ

○

　国史跡 梶山古墳の壁画と石室を年１回一般
に公開します。因幡こくふガイドクラブの協力に
より、古墳の解説や農産物・加工品の販売を行
います。

　小・中学生から家族連れ等で気軽に参
加できることから、年々参加者の幅も広く
なり、県内外から多数の参加者がありま
す。リピーターが多くなっています。

特別公開
　実施日：平成27年10月3日・4日（２
日間）
　参加：141人

71
指定文化財等
管理事業

文化財課

116

因幡国庁
管理委託
業務

文化財課 因幡国庁
愛護会

○

　国史跡 因幡国庁跡の管理のため、地域住民
有志によって愛護会が結成され、国庁跡の植
栽が適切に管理されています。

　国庁跡の植栽が定期的に剪定・除草さ
れているため、史跡内が見渡せ、死角が
ありません。このため、地域住民に安全性
の確保と、憩いの空間を提供しています。
また、地域の活用の場として地元の自治
会・保育園などに親しまれています。

実施：平成27年5月～11月
参加：164人

71
指定文化財等
管理事業

文化財課

117

池田家墓
所燈籠会
（とうろうえ）

文化財課 （財）池田
家墓所保
存会・奥谷
自治会

○

　国史跡 鳥取藩主池田家墓所にある、260基
をこえる燈籠に一斉に灯りをともす燈籠会を行
います。
　竹筒に入ったカップロ-ソクを参道に並べた
り、参拝者に石の燈籠に直接入れていただきま
す。
　また、地元の伝統芸能が特設ステージで奉
納されます。

　昼間とは違った、夜の幻想的な光の中
を散策していただき、一層、池田家墓所
に愛着を感じていただきます。

実施：平成27年9月26日
参加：600人

71
指定文化財等
管理事業

文化財課

118

栃本廃寺
跡完成前
事前公開
事業

文化財課 いなば国府
ガイドクラ
ブ・栃本自
治会 ○

　国史跡 栃本廃寺跡を一般公開します。栃本
自治会・いなば国府ガイドクラブの協力により、
廃寺跡の解説を行います。

　完成間近の栃本廃寺の魅力を見学して
いただき、今後の施設の保存整備の在り
方・活用について理解を深めていただ
き、地域の憩いの場として地元の自治会
等に広くPRができます。

特別公開
　実施：平成27年10月3日
　参加：19人

73
史跡等保護・整
備事業

文化財課

119

青谷上寺
地遺跡保
存活用事
業

文化財課 青谷上寺
地遺跡史
跡保存活
用協議会 ○

　国史跡青谷上寺地遺跡の維持管理・活用運
営に関する「アクションプラン」の検討、古代米
栽培等の事業実施などを行います。

　国史跡青谷上寺地遺跡の史跡整備に
先立ち、県と市及び民間が協働・連携し
て事業を行うことにより、住民等の史跡に
対する理解・誇りと親愛の情を深めます。

古代米栽培体験及び田んぼアート
　田植え　6月5日、6日
　稲刈り　10月10日
　参加者：　109人 73

史跡等保護・整
備事業

文化財課

120

鳥取マラソ
ン開催事業

生涯学習・
スポーツ課

地域住民、
各地区公
民館・自治
会

○ ○ ○

　平成19年度以降、湖山池一周ハーフマラソ
ンと日本海マラソンを統合した鳥取マラソンを
実施しています。（主催：鳥取県、鳥取市、鳥取
陸上競技協会、新日本海新聞社）

　平成25年度の2014大会から、鳥取砂丘
や仁風閣、万葉の里国府町など鳥取市
内の観光拠点を巡る新たなコースで実施
し、地元自治会や公民館、ボランティアに
よるおもてなしは、ランナーからも好評を
得ています。

・開催日　　平成28年3月13日（日）
・エントリー数　　　　　3,691人
・参加者（出走者）　　3,188人
　　　　　（完走者）　　3,015人
・ボランティア人数　　約500人
・鳥取市負担金　　　　7,500千円

129
鳥取マラソン開
催事業

生涯学習・
スポーツ課
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121

千代川市
民一斉清
掃

水道局
経営企画
課

市民

○

　全国一斉の水道週間（毎年6/1～6/7）に合
わせて、鳥取市の水源である千代川の汚染を
防止するとともに、水質保全に対する意識の向
上を図り、安全かつ良質な水道水の供給を確
保することを目的に平成13年から毎年実施して
います。

　清掃活動により、鳥取市の水源である
千代川の汚染を防止し、参加者の水質
保全に対する意識の向上を図ります。

参加人数　　320人
ごみ収集量　2.0㎥
収集物　廃プラスチック、紙くず、木
くず、金属くず
決算額　44,390円

 　

122

患者会活
動支援事
業

鳥取市立
病院

がん患者の
会「ひまわり
の会」

○ ○

　患者会の活動を支援するため、運営費の一
部を助成するとともに定例会、勉強会などを実
施するための場所、情報を提供し、会の自立
的発展を促していきます。

　集会場所の提供、医療スタッフの参加
による情報提供を通じて患者会の自立的
発展をサポートし、患者会が患者のこころ
の支えとなり、患者と病院スタッフのつな
がりをより深めることができます。

活動資金補助　50千円

104
医療福祉連携
事業

保健医療福
祉連携課

123

ファミリーサ
ポートセン
ター（生活
援助型）運
営事業

地域包括
ケア推進課

（社福）鳥
取市社会
福祉協議
会に委託 ○ ○

　軽易な家事援助等を受けたい高齢者と、援
助を行いたい人の双方にファミリー・サポート・
センターに会員登録してもらい、簡単な家事等
の援助活動の仲介を行います。

　地域の相互扶助の取組みを支援するこ
とで、地域の中で安心して暮らしていただ
ける環境をつくります。

平成27年度実績
　　依頼会員数　　777人
　　協力会員数　　490人
　　活動回数　     延10,521回

地域包括ケ
ア推進課

124

家族介護
者交流事
業

地域包括
ケア推進課

家族介護
者の集い
“スマイル・
スマイル”

○

　家族介護者の集い“スマイル・スマイル”の活
動が定着し、自主的に運営できるよう賛助会員
として登録しています。事務局運営の支援とし
て、学習会の支援・活動の広報・参加の受付を
行っています。
　家族介護者同士が悩みを共有したり、情報交
換を行うことにより、介護者自身の肉体的・精神
的負担の軽減が図られています。
　毎月1回定例会を開催し、家族介護者の交流
の場（懇談会、勉強会、日帰り旅行など）を提
供しています。

　高齢者等を介護している家族が参加
し、以前からの会員が新しい会員に助言
したり、悩み事を相談した会員に、情報提
供を行っています。自分の今の気持ちを
同じ立場の人たちに話すことにより、介護
の孤独感から開放され、心身ともにリフ
レッシュできます。

平成27年度実績
　　開催回数　12回
　　参加人数　延120人

地域包括ケ
ア推進課

125

認知症キャ
ラバン・メイ
ト連絡会

地域包括
ケア推進課

認知症キャ
ラバン・メイ
ト連絡会

○

　「認知症を予防するとともに認知症になっても
安心して暮らせるまちづくり」の実現に向けて、
認知症サポーターの育成とともに各種の啓発
や予防活動及び関係機関、組織、団体等への
働きかけや協力、連携体制づくり、ネットワーク
化を推進します。

○活動内容
　①「認知症サポーター」の育成
　②「認知症を予防するとともに認知症になっ
ても安心して暮らせるまちづくり」のための啓発
活動
　③認知症予防対策への活動支援
　④具体的活動のための連絡会の開催
　⑤資質向上のための研修

※各地域包括支援センターの圏域ごとに連絡
会を設置しています。

１．啓発活動
　認知症サポーター養成講座や地域で
の啓発活動をさらに普及することで、認知
症を正しく理解し、地域で支え合う住民意
識の高揚を図ります。

２．連絡会の組織強化
　①連絡会の中で情報交換を行ったり、
外部研修会への参加を行うことにより、
キャラバンメイトの資質向上と意欲の醸成
を図ります。
　②活動報告をまとめたり、活動発表等に
より、活動を振り返り、評価することができ
ます。

３．連携体制
　認知症予防対策に関する活動を広く行
うことにより、関係機関や地域の組織等と
の連携強化を図ります。

平成27年度実績

１.認知症キャラバン・メイト数　１７９
人

２.主な活動内容
①認知症サポーター養成講座の開
催
②各種イベントでのタッチパネルに
よる認知症検査の実施
③キャラバン・メイト代表者会の開催
④キャラバン・メイト連絡会の開催
⑤フォローアップ研修の実施
⑥「認知症フォーラム」の運営参加
⑦「認知症を学ぶ会」の講師　　ほか

地域包括ケ
ア推進課
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市民等との協働による取組事例（平成２７年度実績）

事業名 担当課 協働の相手方

①
共
催
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実
行
委
員
会
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事
業
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④
後
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補
助
・
助
成

⑥
委
託

⑦
情
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供
・

情
報
交
換

⑧
そ
の
他 事業の概要 事業の効果 事業の実績等

まち協
対象

９次総該当番号 ９次総事業名称 担当課

事業の形態

番号

126

農村集落
活性化支
援事業

鹿野町総
合支所　地
域振興課

鹿野町河
内果樹の里
山協議会

○

農村地域（河内地区）の耕作放棄地を活用し
た、「鹿野町河内果樹の里山」の整備をとおし
て、地域のネットワークを活かした新たな農村
の活性化への取り組みや、都市交流、地域の
雇用実現を目指す。

耕作放棄地を含む地域全体を観光農
園・体験農園が可能な「鹿野町【河内】果
樹の里山」を計画・整備することにより、新
たな地域・農地活用に繋がる。　また、計
画策定、整備の過程において大学・ボラ
ンティアの協力を得ることで都市との交流
が創出される。果樹を利用した製品化
や、観光農園・体験農園を活用した交流
及び都市への販売ネットワーク構築によ
り、地域雇用と事業の創出が実現できる。

①　・現地視察（6/1）：参加者　26人
・棚田を守る活動、雑草処理
（7/31）：参加者　12人
・稲刈り体験（9/19）：参加者　9人
・畦作り、果樹苗植え付け、草刈り：
参加者25人
・果樹の苗植え外（10/31）：参加28
人　　・その他　ワークショップ等：参
加約100人

127

空き家情報
バンクの運
営

中心市街
地整備課

（公社）鳥
取県宅地
建物取引
業協会 ○

　空き家の売却・賃貸を希望する所有者から申
込みを受けた空き家を登録し、購入・賃借を希
望する方に紹介します。

空き家の有効活用や流通促進、危険空
き家の防止、移住定住の促進を図りま
す。

空き家情報バンク登録件数　9件
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